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A Proposal of Intelligent Information Infrastructure for Energy 
Business in order to Build Sustainable Community 

1 1 1 1 1

2 2 1

Jiro YAMAZAKI , Daishi YOSHINO, Yasuhiro ABE, Hajime TOKURA, 
Hideyuki  FUKUHARA, Tetsu SABURI, Ryutaro FUJITA, Takafumi HAYASHI 
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Abstract Great East Japan Earthquake and the following accident at Fukushima Nuclear Power Station of 
Tokyo Electric Power Company have revealed many issues and studies to us. It was not only a energy source 
issue but entire system issue over energy network in Japan. This paper identifies what is required to solve 
these issues from business model, regulation,some technical perspectives, and make proposal of intelligent 
information infrastructure in order to build more sustainable community.The proposed infrastructure includes 
highspeed messaging network, bigdata storage and analisys functions that will give easier approach to new 
coming energy servicer to create tolerable and flexible infrastructure with less initial and running investment 
for information infrastructure.
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1.　研究の背景

　わが国では他国に例のない急速な高齢化が進行中

である．2013 年 1 月現在の高齢者人口は，総務省統

計局によれば約 3,102 万人にのぼり，総人口に占める

比率（高齢化率）は 24.3％と先進諸国の中で最高水

準である．今後も高齢化は進み，近く 25％を超える

と推計されている．こうしたことから，高齢者が安全・

快適に日常生活や社会生活を送れる生活環境の整備

は喫緊の社会的課題であるといえる．

　高齢者は一般に視覚機能の低下や身体機能の低下

などにより，つまずいたり転倒しやすくなる．特に

階段は，高齢者が危険を感じやすい場所としてあげ

られよう．さらに，加齢にともない起こりがちな白

内障などから，夕方から夜にかけてつまずいたり転

倒しやすくなる [1]．わが国においては，1990 年代後

半になり，建物や交通機関のバリアフリーに関する

法律が施行されて以降，障害者や高齢者の移動環境

の円滑化に向けた整備が急速に進められている．し

かし，たとえば，加齢による黄変化や白内障による

色覚の変化といった知覚・認知機能の加齢変化に対

する配慮は，その必要性が指摘されつつも一般的に

普及していない．なかでも，40 歳代から始まるとい

われる視覚・色覚特性の変化を要因として対象物を

見誤る錯視や，標識・サインなどに対する注意が行

き届かなくなることが問題としてしばしば指摘され

ている．

　また，色覚障害は身体障害者等級表では定義され

ていないが，わが国には男性に限っても 20 人に一人

が何らかの色覚異常を持つ [2] と考えられている．加

齢による視覚・色覚特性の変化に加え色覚障害を考

慮すると，視覚・色覚情報を適切に受け取っていな

いと考えられる人は一般に予想される以上に多い．

S3D映像による色彩空間の評価

Evaluation of Color Space Using Stereoscopic 3D

○中村広幸 1，長嶋祐二 2，岡本明 1

NAKAMURA  Hiroyuki, NAGASHIMA Yuji, OKAMOTO Akira

 1 芝浦工業大学  Shibaura Institute of Technology

 2 工学院大学  Kogakuin University

Abstract:  Precise and fundamental data on color cognition are necessary to evaluate accessibility for 
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人が行動するためには目による確認が重要な要素を

占める．視覚・色覚情報を見誤ることは移動時の危

険性や心身的な負担の増大を招くと考えられる．高

齢化の進行が急速に進むなか，都市環境や生活環境

において，この点に配慮することの重要性が一層増

してきているといえる．

　一方，近年の情報メディアの普及により，より多

くの人が容易に色彩情報を扱うことができるように

なった．色彩に関しては，従来ならばデザイン系の

教育を受け，基本的な知識を持つ専門職がもっぱら

扱ってきたといえる．しかし，パソコンなどを中心

にしたデジタル技術の発達と普及は色を容易に扱う

ことを可能にし，結果として，色彩に対する基礎的

な教育を受けていない人が安易に色彩を扱う例が増

えたと考えられる．そのため，色覚異常や加齢によ

る色覚特性の変化などに対して配慮のない情報（色

だけで区別させる情報などの情報）がわれわれの生

活環境のなかに多く見られるようになってきている．

　公共空間を例にとると，情報技術を利用したディ

スプレイシステムなどにより，案内誘導のための標

識などに多様な色彩表現が可能になることで，いわ

ゆるカラーシステム（色による情報のグループ分け）

が使われているものをしばしば見かける．また，い

わゆるデジタル・サイネージも増加している．しかし，

色覚異常や加齢による色覚特性の変化などが十分に

配慮されなければ，これらをともなう人にはかえっ

てわかりにくい状況を生み出すことも考えられる．

　また，都市再開発や都市整備にともない，街並み

の統一や色彩の統一を試みたり，色彩に関する一定

のガイドラインを作成するなど，公共空間における

色彩誘導に対する関心は高まってきている．特に

2004 年の景観法施行により，地方自治体がいわゆる

「景観色彩ガイドライン」を策定し，主に建物外壁，

屋外広告，路面などの色彩を誘導しようとするする

動きが顕著[3]になってきている．後述するJR東日本・

田町駅の階段も，港区の景観並びに色彩のガイドラ

インの制約を受けている例のひとつである．こうし

た条例やガイドラインは，景観の構成要素となる色

彩の基準を提示することで，公共空間における色彩

を誘導しようとするものである．基準となる色彩を

定めるにあたっては，地域特性や歴史などを考慮し，

景観を構成する色彩を測定している例が多い．しか

し，これらのガイドラインはもっぱら建造物の外壁

など，街並における露出面積の大きい部分を対象と

していることや景観を主な対象としていることから，

色彩の統一あるいは調和ということに重点が置かれ

るなど，必ずしも色覚異常や加齢による色覚特性の

変化に配慮しているとはいえないものもある．

　このような背景を踏まえると，とりわけ公共空間

や都市空間において，高齢者・色覚障害者にとって

の色彩空間はどうあるべきかを検討することは，今

日的な意義のあることと考える．

2.　フィールドサーベイの代替としてのS3D映像

　都市空間や公共空間の評価に関する研究では，し

ばしばフィールドサーベイが行われる（古賀ら（1993）

[4]，国土交通省（2003）[5] など）．フィールドサーベ

イは「実体」という環境条件のなかで行うため，様々

な感覚を駆使して実際の空間を体感し，目的とする

評価項目について判断できる点において利点は大き

いが，一方で，現実空間の中では様々な環境条件が

流動的であり，それらをコントロールすることには

多くの困難をともなう．そこで，研究対象に対して

ノイズとなり得るものを排除し，条件をコントロー

ルしたり，一定の環境を反復再現することで多くの

被験者のデータを収集するために，しばしば映像が

用いられる．たとえば，鈴木ら（1989）は，歩行空

間の評価に緑の量と交通騒音の大きさが与える影響



について実験室で映像を用いて被験者の評価データ

を得て検討 [6] している．

　また，加々美ら（2007）の映像を用いた屋外広告

物と歩行者の注視の特徴に関する評価実験 [7]，渡辺

ら（2003）の映像を用いた歩行者の看板に対する注

視特性に関する評価実験 [8] など，環境が絶えず変化

する実空間において同一条件による評価データの収

集が困難である場合に映像を用いて評価実験を行っ

ている研究は数多い．

　しかし，実験室に一定の空間を再現するために従

前より一般的に用いられてきた映像は，実空間を像

面に二次元圧縮投影した映像である．この点は，静

止画であれ動画であれ，あるいは，プロジェクター

で投影した映像であれ，ディスプレイに映し出され

た映像であれ変わらない．ここではこれらの映像を

便宜上「2D映像」と呼ぶ．

　実際の景観を片眼で眺めてみれば明らかなように，

近景から遠景にいたるすべての景色が 2D映像では重

なって見える．過去に体得した経験に照らして，あ

る程度まで奥行きを認識できるものの，たとえば，

歩道の並木や雑木林のように，近景から遠景までが

類似のテクスチュアからなる景観の場合，片眼で見

た時には奥行きを認識することが困難になる．同様

のことはビル群や看板が林立するような都市空間で

もいえる．

　このような 2D映像で奥行きを表現しようとする

と，たとえば，調節（いわゆるボケ）を利用する．

対象となる被写体に焦点を合わせ，その前後をレン

ズ特性を利用してぼかすことで被写体を強調する．

また，遠近法を応用した構図を用いた遠近感の表現

もある．映像を見る人は，過去の経験とこのような

映像を比較することにより奥行きを認識する．

　このような 2D映像の特性は，それを用いて空間の

評価を行おうとする場合に注意すべき点となる．た

とえば，先に述べた鈴木らの実験では，街路植栽の

映像を被験者に見せているが，2D映像では，片眼で

実空間を見た場合に相当し，近景から遠景までが圧

縮されて重なって見える．そのため，実際よりも緑

が多いと被験者が感じる可能性がある．

　また，2D映像では二つの物体間の距離や物体の大

きさを正確に再現することは難しい．Itteleson は，

前後に置かれた 3枚のトランプを片眼で見ることに

より，それらの大きさと位置関係が逆転して見える

実験を行っている [9]．片眼で見たことと同様な 2D

映像によりサインや標識の見え方を評価しようとし

た場合，大きさや位置関係を見誤ることもある．本

研究で試みた実験でも，実際の街並みのなかで 2D映

像では，木々が重なって実際とは印象が異なること

が被験者から指摘されている．

　2D映像がここで述べたような特性を持つとすれ

ば，実験室において，2D映像に比較して，われわれ

が見たままの三次元空間により近づけて再現できる

映像技術を用いることができれば，フィールドサー

ベイの代替手段として，あるいは，フィールドサー

ベイの欠点を補う手段として映像を利用することが

できる．

　そうした映像として，本研究では，デジタル技術

の発達により従前のアナログを中心にしていたもの

と比べて大幅に取り扱いが容易になった「S3D映像

（Stereoscopic 3D，3D立体映像）」に着目した．通常，

われわれが三次元空間に広がる対象や景観を両目で

見た時に，右眼に映る像と左眼に映る像にはずれが

ある．これが両眼視差である．両眼視差に相当する

ずれのある映像を左右の眼にそれぞれ与えれば，立

体感を知覚することができる．S3D映像は，この両

眼視差を利用し，奥行きを記録・再現しようとした

ものである．



3.　S3D映像を用いた色彩空間評価

　S3D 映像を用いて色彩空間の評価を行うために，

筆者らは従前から「S3D色彩空間シミュレータ」の

構築を試みてきた．システムの構築にあたっては，

一般に入手可能な機器・ソフトウェアなどを可能な

限り用いることで，特殊な映像処理システムなしに，

十分に実用的なシステムとなるよう留意した．この

「S3D色彩空間シミュレータ」を利用して複数の評価

実験を重ね，報告してきた．

　たとえば，中村・山田ら（2005），中村・山田（2007）

では，S3D色彩空間シミュレータを用いて，恵比寿

ガーデンプレイス及び芝増上寺周辺の都市空間や公

共空間に配置されたサインなどの配色に対する評価

データを収集し評価した（事例 1）[10][11]．

　同評価実験では，5つの対象画像（図 1）に対して，

見つけやすさ，目立ち具合の 2つの指標について 6

件法で評価を行った．図 2に示すとおり，色を変化

させることにより，いずれの画像も評価（見つけや

すさ）が異なることが示されており，特に画像 2では，

色を変化させたB（赤）では，元画像よりも評価が

下がっている．C（青）に変えた画像では，著しく評

価が改善していることがわかる．このことから，配

色の良し悪しが見つけやすさや目立ち具合に影響し

ていることが明らかとなっている．

図 1：５画像に対する評価結果

事例１の５地点における３色彩についての評価結果．

図 4：事例 2の 4色彩に対する評価結果

ゾーンA，ゾーン Bごとに案内標識の色彩を評価し
た結果

図 3：事例 2のゾーンB

評価実験では 3D立体映像として提示．

図 1：事例 1の画像 2

事例１の恵比寿ガーデンプレイスにおける案内標識
評価実験では S3D映像として提示．



リーンに投影し，視認性や印象について被験者 40 人

から評価を得た．環境光は，昼と夕方，及び，晴れ

と曇りのそれぞれ二通り，計 4種の組み合わせで行っ

た（図 5）．階段の配色は，既往研究などで得られて

いる，見やすいとされる色彩の組み合わせ 4種を用

いた．ちなみに，この配色は，港区の景観に関する

ガイドラインの制約条件に配慮して選定している．

　評価実験からは，田町駅では「段鼻のマンセル値

5YR6/2，踏面のマンセル値 10R4/6」の配色がどの環

境光の状態においても，高齢者にとって見やすい配

色であることが示され，一般に用いられている段鼻

を黄色くすることは，必ずしも適切ではないことが

示唆された．

　また，中村・河村（2010）では，地域再生計画，

景観計画を実施している草加市を事例として，その

制限された色彩内でどのような色彩を使用すれば誘

目性が高い標識を実現できるかを提案することを目

的として評価データを収集した（事例 2）[12]．草加

市内の対象地域 2カ所（ゾーンA，ゾーン B）にお

いて，それぞれ案内標識を含む景観の S3D映像を用

意し（図 3），案内標識の色彩のみを変えた映像をそ

れぞれ 3種類用意し，オリジナルと合わせて合計 8

枚の S3D映像を被験者に提示し，評価データを得た．

評価実験では，現状の色彩，5BG（ブルー系の色），

10YR（オレンジ系の色），5R（赤系の色）の 4種類

の色彩を用いたが，ゾーンに関係なく現状の案内標

識は点数が最も低く，改善が必要であることが示唆

された（図 4）．

4．高齢者の色覚変化に対応した色彩空間評価

　上述したように加齢による色覚の変化に起因する

対象物の見誤りや見落としに起因する事故は，たと

えば階段からの転落事故となって現れる．そのため，

駅の階段において階段を見やすくするために，階段

の端（段鼻）の色を塗り替える工事が散見される．

また，高齢者の視覚特性から見た階段の配色の研究

として，たとえば，権末ら（2009）の研究 [1] がある

が，同研究はパソコン画面にカラーチップを示し，

視認しやすい色彩の組み合わせを検討するものであ

り，実空間でどこまで適用されるかは未知数である．

さらに，時々刻々と変わる環境光の変化を加味した

研究も見当たらない．

　そこで，環境光の影響を考慮した，高齢者にとっ

て見やすい階段の配色を検討することを目的として

S3D色彩シミュレータを用いた，JR東日本・田町駅

の階段を例に色彩空間評価を行った．実験は，階段

の配色と環境光の状態を変化させた S3D画像をスク

図 5：評価実験で用いた画像

上左：晴れの夕方，上右：晴れの昼，下左：曇りの昼，
下右：曇りの夕方．評価実験では 3D立体映像とし
て提示．

図 6：最も評価の高かった色彩の組み合わせ

マンセル値は、それぞれ、段鼻（上）：5Y6/2，踏面（下）
10R4/6
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　本研究は，文部科学研究費特定領域「情報福祉の

基礎」計画研究課題「3次元色覚シミュレータによる

色覚認知の解明と色彩空間の評価に関する研究」（課
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年度プロジェクト研究助成（大学間連携による共同

研究）」研究課題「S3D色覚シミュレータ構築と応用

研究」の成果の一部である．

5．色覚バリアフリー向上に向けた応用

　本研究では，都市空間や公共空間において，高齢

者や色覚障害者が色彩に起因する見誤りや誤認識を

起こすことの少ない色彩空間を検討するために色彩

空間に関する評価データを収集するためのツールと

して S3D映像を用いることの可能性を検討した．

　S3D映像を用いることで，たとえば環境光の条件

をコントロールしながら，実験室に実空間にできる

だけ近い映像を反復再現することが可能であること

が検証できた．また，デジタル画像データとして扱

うことができるため，色彩のシミュレーションを容

易に行うことができる．

　本稿で報告した複数の評価実験から，色彩空間を

シミュレートするツールとしてほぼ安定したシステ

ム並びに評価プロセスを得ることができたと考えら

れる．今後は，次の 2点を中心に進めていく必要が

あると考える．

　1）加齢による色覚変化や色覚障害の見え方をシ

ミュレートした映像や，高齢者からなる被験者の協

力を得て，さらなるデータの収集を進める．

　2）標準的なワークフローを複数パターン作成し，

研究目的に沿って利用しやすいツールとして安定的

に利用できるシステムとして完成度を高める．
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Self-Responsibility in Internet : 
a Content Analysis of Newspapers Articles from 2003 to 2012

Takeshi TANEMURA

Chuo University

Abstract  In this paper, we will discuss Internet user's self-responsibility ziko-sekinin . A main 
purpose is to clear the reason why we need self-responsibility in Internet. We survey some articles about 
responsibility in Internet on newspapers from 2003 to 2012 and analyze them from a content analysis.

In conclusion, responsibility in Internet is needed as fundamental premise to guarantee security of the 
Internet in social responsibility rather than as norm consciousness that someone who created disadvantages in 
Internet should take over them.









 

 

0

5

10

15

20

25

30





Misao Redwolf
 

An Analysis of Anti-Nuke Activism and the Internet Based on 
Narrative Approach : Misao Redwolf as a “wounded story teller” 
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Takanori TAMURA 
1  Hosei University 

Abstract   This paper analyses Twitter messages of a leading anti-nuke activist, Misao Redwolf, from a 
perspective of narrative approach.  Based on text mining analysis of the messages, the author  found her 
personal  narrative was connected to anti-nuke protest as public issue.  This scheme is sharable by the protest 
pariticpants who also have reasons to participate in the action in their personal experiences and self-narratives. 
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1) 
The London Olympic Games and images of national people 
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Isao SAKUMA and Akihiko HIYOSHI 
 

1 Bunkyo Universisty, Faculty of infomation and communications 
 

Abstract We examined the impact of the London Olympic Games on images of national people. Seven-
hundred and eight Japanese participated in web survey before and after the Olympic Games. Participants 
rated images of nine national people, the degree of exposure to media reports, and the degree of media usage 
from opening of the London Olympic Games to the time of web survey. Images of most national people 
changed in positive direction, but a few images changed in negative direction. Exposure to the media reports 
on the nation and the national people made the images of some national people positive. The newspapers and 
television usage made the images of some national people positive. However, the Internet usage made the 
images of some national people negative. 

   

 
 

 

2012

 
W

W

(
1998 2005 2003
2010 Luo et al. 2010 2001
2007  Sakamoto et al. 1999 2007

2012 2010 2005
1991)

2012

(e.g., , 2012)
3

2

(e.g., Fiske, 2002)
2

(
2006 2012)

3  

( )

( 2001)

 
 

 

(1)  
( 6 )

( 8 ) web

 
6 ( ) 800



2012 6 8 9 web  800
× (20 30 40 50 ) 8

100
 

8 6
web 2012 8 14 22

708
6 8

708  

(2)  
 

6 8

3
(e.g., 2012)

8 (7 )

 

8
8

(5 )  
8

8 ( )
(BS) ( ) (
) 7

(5
)  

 

 

(1)  
6 8

3

( 1) 6 8
t   

(ts>1.75, ps<.10)

 

(ts>1.98, ps<.05)

 

(ts>3.33, ps<.01)
 

(2)
 

8

2  

8
8 3

( ) 6

3  

(�s>.06, ts>2.01, 
ps<.05)

 

1 6 8 3  
    
 6  8  6  8  6  8  

 4.52 (.78) 4.52 (.80) 4.27 (.75) 4.37 (.73) *** 4.54 (.83) 4.68 (.87) *** 

 3.08 (1.03) 3.02 (1.07) + 3.75 (.90) 3.76 (.97) 4.06 (.78) 4.31 (.85) *** 

 4.55 (.73) 4.56 (.68) 3.91 (.53) 3.91 (.53) 5.04 (1.01) 5.07 (1.00)  
 4.39 (.66) 4.45 (.68) * 3.85 (.52) 3.86 (.52) 5.01 (1.08) 5.26 (1.14) *** 

 3.53 (.81) 3.49 (.78) 4.15 (.67) 4.15 (.65) 4.30 (.70) 4.41 (.79) ** 

 4.11 (.67) 4.15 (.68) 4.51 (.74) 4.49 (.71) 4.17 (.59) 4.16 (.58) 
 3.64 (1.16) 3.29 (1.20) *** 3.93 (.98) 3.70 (1.13) *** 4.05 (.75) 4.03 (.82) 
 4.28 (.62) 4.32 (.60) + 3.87 (.54) 3.84 (.56) 5.35 (1.16) 5.39 (1.16)  
 4.64 (.91) 4.75 (.93) *** 4.46 (.90) 4.52 (.86) * 3.85 (.78) 3.97 (.72) *** 

N=708 1 7
 *** p<.001  ** p<.01  * p<.05 , + p<.10  



2 ( )

 
   

  
 

( ) 5.1  18.2  35.0  31.1 10.6 
( ) 3.7  18.1  34.3  31.9 12.0 
( ) 1.1  6.4  28.5  48.2 15.8 
( ) 6.5  18.8  25.6  33.1 16.1 

( ) 2.0  7.3  25.3  46.0 19.4 
( ) 2.0  8.5  28.5  44.5 16.5 

( ) 5.9  17.7  33.2  30.9 12.3 
( ) 0.8  6.5  26.0  45.1 21.6 
( ) 42.1  27.8  19.2  7.2 3.7 

)N=708  

(�s>.07, 
ts>2.29, ps<.05)

 

(�s>.05, 
ts>1.72, ps<.10)

 

3  

( ) .17 *** .08 * .11 *** 

( ) -.004 -.02 .50
( ) .07 * .08 * .06 + 

( ) .09 ** .02 .14 *** 

( ) .10 ** .02 .13 *** 

( ) .04 .03 .13 ** 

( ) -.03 -.03 .10 ** 

( ) .07 * .03 .02
( ) .20 *** .11 ** .05  

 N=708 *** p<.001  ** p<.01  * p<.05  + p<.10

 (3)  
8 7

4 ( )

( )
 

4  
 

  
( ) 36.4  32.1 16.4  7.6 7.5 

(BS) 10.6  13.3 11.2  13.6 51.4 
 0.7  3.4 7.1  13.7 75.1 

 0.0  1.0 5.1  13.7 80.2 
 

( ) 
9.9  17.4 18.4  12.3 42.1 

 
( ) 

1.1  4.5 8.2  11.4 74.7 

 23.2  25.7 24.0  13.0 14.1 
N=708  

7
( ) ( ) 3

3
8 3

( )
( ) 6

5  

5 ( ) 

  
 

( ) 
 

( ) 

 
.11 *** .05  .06 +

.07 * .06 + -.06 +

.07 * .07 * .05

 
-.03  -.01  -.02
-.02  .04  -.01
.05  .01  -.05

 
.06 + .05  .00

-.03  -.02  -.05
.08 * -.02  .00

 
.07 + .03  .04

-.03  -.05  -.02
.10 ** .01  .04

 
.01  .00  -.08 *

.02  .08 * -.07 +

.09 * .05  .05

 
.07 * .07 * -.04
.08 * .04  .01
.11 ** -.01  -.04

 
-.03  .01  -.07 *

.03  .03  -.03

.05  -.03  .05

 
.06 + .07 + -.01

-.02  .02  -.03
.04  .03  .06

 
.08 * -.02  .06 +

.03  .04  -.01

.04  .06  -.03
 N=708

*** p<.001  ** p<.01  
 * p<.05  + p<.10  

( )

(�s>.05, ts>1.64, 
ps<.10) 3

 
( )

(�s>.05, ts>1.67, ps<.10) ( )
3

 



(�s>.05, ts>1.65, ps<.10)

 
 

 

(1)  

 

 

(Zajonc, 1968)

( )
  

 (2)  
( ) ( )
3 2

(2008)

 

(3)  

  
 

  
1) 2012

  
 

 

Fiske, S. T., Cuddy, A. J. C., Glick, P., & Xu, J. (2002). A model of 
(often mixed) stereotype content competence and warmth 
respectively follow from perceived status and competition. 
Journal of Personality and Social Psychology, 82, 878-902. 

  (1998). '98
(1)

 46
, 198-199. 

  
 (2005). 

(3)  46
, 610-611.  
  (2003). 

 , 
57, 111-124. 

   (2010). 

 , 60, 67-88. 
Luo, Q., Chwen, C. C., Cinzia, C., Hiyoshi, A., Hwang, Y., & 

Kodama, M. (2010). Attitudes toward China before and after the 
Beijing Olympics. The International Journal of the History of 
Sport, 27, 1419-1432. 

  (2001). 
 , 

16, 159-169. 
  (2007). 

 
, 10, 297-307. 
(2006).

70 ,75. 
Sakamoto, A., Murata, K., & Takaki, E. (1999). The Barcelona 

Olympics and the perception of foreign nations: A panel study of 
Japanese university students. Journal of Sport Behavior, 22, 260-
278. 

  (2007). 

 54
, 212-213.  

   (2010). 
(1) , 42, 23-30. 

  (2012).  
(1)  

, 47, 1-11. 
 

  (2005). 
(2)  46

, 608-609.  
  (1991). 

 , 6, 98-
111. 
  (2008).

<http://d-tsuji.com/paper/ 
r04/report04.pdf >(2013.6.26 ) 

Zajonc, R. B. (1968). The attitudinal effects of mere exposure. 
Journal of Personality and Social Psychology Monographs, 9, 1-
27. 



’Looking at Mobile Phone Displays' as a Form of Non-Verbal 
Communication: A Theoretical Perspective 

1
Adam ACAR

2

Takashi NAKAMURA and Adam ACAR 

1 Faculty of Humanities, Niigata University
2 Department of English Studies, Kobe City University of Foreign Studies

Abstract This study was designed to theorize the action 'Looking at Mobile phone displays' as a form of 
non-verbal behavior and non-verbal communication. The motive to pick one's mobile phone up were 
categorized and aligned in the formula of non-verbal behavior and communication. Each motive was 
explained by the considerations about the obtained investigations for non-verbal behavior and 
communication. This formula can be expected as the basis for cross-cultural comparison.
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Problems on Framing and Spotting in ‘Paradox of Informatization’
1

Takahiro KAWAMATA 

1  University of NAGASAKI, SIEBOLD 

Abstract   The ‘Paradox of Informatization’, in Takenori Inoki’s suggestion (2005), means that we have 
built a society where people had a narrow and short view of things and lost their faith in each other, while 
human has been using his ingenuity, augmenting knowledge, and collecting and dispersing information, 
thereby had created wealth. This paper points out several factors of the Paradox, including spotting in trade, 
which are inherent in Informatization as well as Market Mechanism by using ‘framing effect’ in the 
behavioral economics. Thereby, we reconsider the instability and traps of socio-economic system brought on 
by the emergence of the Internet and the problems on rating and ranking in decision-making under the 
uncertainty and the bounded rationality in a market system. 
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The Siginificance of Validating the History of Public Broadcasting in-
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� � � Abstract  This paper illustrates the siginificance of studying the history of the U.S. radio broadcasting from 
1910 to 1940, and a reason why it is relevant to conduct a comparative study of the media history between 
Japan and the U.S. for a further analaysis on the role of media in the Internet age today. The result thus far 
suggests that an underlying problem of media industries today was formed in the era when the commercial 
radio broadcasting emerged in the U.S; therefore validating its history will build common analytical 
perspective on today’s media in Japan and beyond. 
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Effects of changing layout of paired adjectives in a questionnaire form of 
Semantic Differential Method Part 2
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Abstract  In this paper, we compare four types of  semantic differential data (SD data), same layout data 
(SLD) and three types of different layout data (DLD). SLD were obtained by using same layout of paired 
adjectives for all objects to be evaluated and DLD were obtained by using different layout of paired 
adjectives for each every object. Analysis of these data clarified that the ratios of responses to third category 
in 5-points response scale increased according to the order of  adjectives in questionnaire form,  and 
therefore , these order effects gave stronger response bias to SLD. 
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Investigative Research of Relation between Utilization and 
Contribution of Open Source Software, Model of Crowdsourcing 

1 2

Tetsuo NODA and Terutaka TANSHO 
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Abstract   The expanded use of OSS, and the expansion of the market caused by this adoption has led to a 
corresponding increase in the number of businesses acting as stakeholders in the field. This paper analyzes 
how OSS effects Japanese IT companies' business growth both through simple use and by deeper engagement 
as a stakeholder in OSS community. This is the first time that such a link between the utilization of OSS and 
economic growth has been explored in the context of Japan, and it can hopefully lay a foundation for further 
study regarding the real economic value of this approach to software. 
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The Influence of DPC to the Public Hospital Management

1

Masahiro IMAI
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Abstract   The DPC system now spread throughout public hospitals in the country. But, is this good 
for public hospital management? So, I compared fluctuations between management indexes of the 
hospitals that introduced DPC in 2009 and the ones that did not introduce it in 2008 and in 2010. The 
result is that the hospitals that introduced it are better and more improved that the hospitals that did 
not introduce the system. The major factor of the difference is that the income from the impatient per 
day is increaseing more in the hospitals with the DPC system.
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An Analysis of Consumer Behavior on Cocomane. 
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Abstract This paper studies on consumer behavior by using the online-household-account-book  
“cocomane”. We try to classify cocomane-users  into three types. The Black household, the Silver household 
and the Green household. The Black household is lending from consumer finance. The Silver household is
over 70 ages. The Green household is act thinking “global environment”. By analyzing three type’s
households’ account book, we propose more data-oriented consumer policy.
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� � � Abstract   Information can be consumed without limit unlike material resources. Asking ourselves about 

what may appear as an issue, we plan on questioning the way we consume information that benefits the 
indeterminateness from an ethical point of view. Simply recommending the prodigality of information or 
introducing groundlessly corporeality in communication does not seem to be the best way to act. We intend to 
expose a new manner of spending information, clarifying the meaning of corporeality and its relationship 
with communication. 
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� � � Abstract   In this paper, by system theory and information theory of Gilbert Simondon, questioning the 

theory of information until now. It is intended to overcome the dualism teleological and mechanistic theory, 
and events that entity.Then, by considering the life of disharmony as I raise something to do with the real 
challenge of informatics. 
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The Problems and Possibilities of Online Based-Deliberative Forums:  
The Consideration about Applying Video-Chatting Technology to Deliberation 
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� � � Abstract    This paper examines the possibility of online-based deliberative forums using video-chat 

technology such as Skype or Facetime. Deliberative forums using face-to-face communication have some 
problems, which need too much money and time. These problems prevent these forums from being in 
widespread use. Then online-based deliberative forums can make them easier to organize and consequently 
increase the amount of them. These merits lead deliberative forums to be more relative and reflexive, because 
by making them easier, it become possible that much kind of organizers who have a variety of positions can 
reconfirm through deliberative forum itself whether the deliberative forum was distorted or not, therefore the 
richness of amount prepares possibilities required to reflect deliberative forums by themselves. 
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Internet Addiction among adolescents by Smartphone usage 
and its relation to child-parent relationship. 

1 2 3 3 1

Yusuke HORIKAWA, Yoshiaki HASHIMOTO, Naoko CHIBA, Yoshiaki SEKI 
and Yusuke HARATA 

1 The University of Tokyo, GS of Interdisciplinary Information Studies
2 The University of Tokyo, Interfuculty Initiative in Information Studies

3NTT NTT Secure Platform Laboratories

Abstract   With the spread of Smartphone, the present conditions of the Internet Addiction Disorder (IAD)
among adolescents attract social attention. Using the child-parent questionnaire survey investigated by our 
group in 2012, we analyzed the relations between the IAD and 1)Smartphone usage and 2)child-parent
relationship. Consequently, conflict of child-parent relationship is the important related factor of the IAD.
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A Comparative Study of Use Mobile Phones and Smartphones 

Among the the High School Students. 
1 

Yasuhide MOHRI 

1 Nihon University, College of Humanities and Sciences 

Abstract   This paper summarizes the results of a study on how mobile phones and smartphones are used 
among high school students in Japan, and have what are their impacts on human relations. It is estimated 
that the use of mobile phones and smartphones exerts major effect of interpersonal relationship among them, 
and the following results was reached that use of it differs from by region and generation. 
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Exploratory Study of LINE Use of Teenagers:  
Based on Positive and Negative Experiences of High School Students 

about LINE Use 

Chie KATO 

Association for Study of Teenagers and the Internet

Abstract In this study, semi-structured interviews were carried out to twenty high school students to clarify
how they use LINE, an IM application which is nowadays extremely common among teenagers in Japan. As 
the result, we found three points. Firstly, most of the students use LINE to communicate with close friends. 
However, they were tired of communicating with friends because they had to keep responding to messages 
from their friends to keep good relationships. Secondly, some students had episodes to get to know strangers 
on LINE. Although they could make new friends and acquaintances through it, some of them got into troubles 
to realize online dating. Thirdly, most students mentioned its usefulness to communicate with others rapidly 
and smoothly. On the other hand, some of them sent messages without caring about others and had troubles
because of messages.





 









Volunteer Activities in Information-oriented Society: 
A Case Study about Photograph-relief Activities 

1

Yuji MIZOGUCHI 

Japan Society for the Promotion of Science

Abstract   This paper aims to analyse the possibility of volunteer activities after its “end” by analyzing 
relief activities regaiding private photos flooded by the tsunami of the 2011 East Japan Earthquake. After 
3.11, photograph relief activities occurred spontaneously, multiply and simultaneously in the vast disaster-
stricken areas, and in a short period of time the activities spread all over Japan. This case study shows us the 
possibility of  volunteer activities based on differences between groups.  
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About the use of social media by local government 

ýþ��
1

Takayoshi KAWAI 
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�������  Tokai University of  Dartment of Media Studies 

� � � Abstract   We think research how local governments if they were evaluating the business use of social media 
is almost non-existent. We believe that in the use of social media by local government is expected to perform 
the analysis with a perspective of project evaluation is to be useful.In light of this background, to clarify the 
current state of social media use of local government, in particular, we, it is an object of the differences in the 
purpose, we propose if it were possible what kind of project evaluation.. 
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Abstract The efforts for the utilization ICT in local communities increases year by year. However it has a problem with 
continuity its. In this study, we insist that it is important that citizens conduct contnual of ICT utilization in local 
communities by themselves. In this pepar, we attempt three proposal and practice. First, IT introduction of local operation by
a self-governing body. Second, information sharing between the officers of the self-governing body  by cloud service. Third, 
transmition of local information by citizens. Concurrenay with find the way to utilization methods for themselves.
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A Study of Social Media Usage and Community Participation:  An 
Empirical Structural Analysis Focusing on Social Capital 
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� � � Abstract   This paper aims to analyse a structure of relation among social media use, community 

participation and social capital. The author conducts quantitative empirical analysis based on Japanese two 
cities in year 2011 and 2012. The results suggest that social media use might affect community participatin by 
means of two paths. The first is indirect path that goes through online bridging social capital and then general 
trust. The second is direct path that goes beyond social capital factors or general trust.  
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� � � Abstract  This paper empirically analyzes the correlation between TFPG(Total Factor Productivity 
Growth)of manufacturing firms in Japan and their annual R&D(Research and Development)intensity. By 
analyzing firm`s annual final account data from 2004th  to 2009th , multiple regression analysis suggests that 
R&D investment played a role in Japanese manufacturing industries` firm TFP growing, but it takes times to 
work. And R&D investment intensity exerts different effect for different types of industries before Economic 
Crisis, but after Economic Crisis, this trend disappeared.  
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DEa±²�O GDP³ �, 1998w� 3´�µ<�y
z 2004w�¶�� 2008w{5·¸�¹ºQ���?, 

2009w�³ � 3.36´�»�, ¼w3�®Q�. {�, 
2008 w, �q$%�½\R¾¿ÀÁT�EÂ�ÃÄÅ
ÆÇÈ�3�ÉÊ»�ËÌÍ�ÎÏQ�. 
qBC5�,ÐÑN�OP�	
�t!.F��
Ò�,�N�v�BCDEa� 85.9´�ÐÑN?
ÓÔ�Y�, �q�BCDE�ÕÖ�×)���
yz56�.{�,ÐÑN�Õ5�,ØËÈÙÚN, 
ÛJÜÚN, ÝÞßÚN�Y��,@-_`BCa
�àá?��â¥'?ã��N/0�K��B

CDEIJ�J�«(2008)ä. 
 
3. #$	
 
kl(2001)�, TFPåÍ ?��æd���ç�mè

=���åÍ �é���� �åÍ�Q�ê<, TFP
�åÍ �/012�3���çëì�íxá��

h�4�56��78�.���KZ�[V\]^\
T�î`Q�BCDE�bc.����BC?t'j

���.��<ï,  Griliches and Mairesse(1985)�1970w
#ðSX¿ÀÁT¼r, BCDE(RñD)��x?�=
���.�� ò�������³óQ�.      

Odagiri(1985)��N��=���.��� �RñD
��x�KL�	
Q, ô��õ �ö¾÷U\X�
�yQ»�y�3)�, RñD��x�øùx?ú!
��hQ�.{�, û�ü(1986)�,BCDE?��.�
9:�;<�ýþ��	������Ô��, 3�4w
�ýþ����5����, 10w¼r��	���
�?
{Q��GH��. 
�3!�K�BC?6�Õ,��y(2008)�,MNV

WX�~\��`��,BCDEa�TFP�õ �KL
�	
Q���.�z�BC�2005w{5�OP���
4�56)��5,½\R¾¿ÀÁT�3)�$%�
?åÍQ�r4,�&�&�����?��ij���
y�!y��zy5�»�.F5,�¸�BC5�,F
j4��4���KL?6�y�!y��z����



�

�g�`������.�(Q,��y(2008)�BC?20
w	�������	56���4�,��X~\�	

�t!�f5,qBC�6w	��zj��	5,y�,
��X~\�	
5�»�owx���	
����

!�5�Ä?6����Ô !Q�Y&��. 
 
���	
���	
���

����	
���

qBC5_`Q�~\���������.~\��
"#�$�6�, �$ NEEDS, %&t'g�$%�N
(?)*�� JIP2012 +,@-.?/0��¥2010(1
� 22)wxã2$%d�3¨(2005 w45693SNA)«
56�.�$ NEEDSyz�MN�|}~\�(BCDE
a�78)��d��.JIP2012 yz���N�9�:;
ö<÷�`��. ¥1� 22wxã2$%d�3¨«y
zã2±��~[V\�\��d��.2004 w 4 =�
��>��Q, ?¾@X�	� 2004 wyz 2009 w{
5�A)�.�(Q,MN�|}~\��r7��Y�
wxW\<�»)���?,�-�~\��BwW\<
�»)���.4rC*�D��»���,wx�Bw
�E��»�F7��. 
	
OP�»�MN�Q��,�$ 300�����M

N�!GÐÑN�4�����.ÐÑN�HI��qJ
5�N	K(1� 19 w 11 =L�)�¥E ÐÑN«Õ	
K�MNQ, {O��$ 300 �Y��ÐÑN�P��
15 N��Q"Q�.{�, JIP2012 yzQ"Q�9�:
;ö<÷�����~\��¥JIP -R	K(108 -R)
� SNA �N	K�OSKL«�M��Q»?z , 
JIP2012 �~\���$ 300 �N�	K�NáQ�T 1.
ÐÑN�BCOP����Ò�¼7Q�U�, ÐÑN
��q�BCDE�ÕÖ�×)���yz56�. 
�VW��?$=56�, �8��w���q45

5W�Q�Y�, y�X=»~\���8�è�5&
���!YZ�[��MN�OP�Q,uv��� 111
\?	
OP�»)�.N���@]�, ^ß 11\, , _
� 4\, `N 5\,, abÅP6ÅPÐß 12\, bc 3\, 
ÝÞß 5\, ÍdÚN 20\, ÈÙ 18\, ØÈÈe 8\, 
fg`Èe 6 \, hiÈe\ 7, F�jÐÑN 12 \T 2

56�. 
{�, r7�	
�Y��, �åZ�1kl±1kl

J5mé×4�HIA�6�MN��Ojl�Q�¶A
��. 

 
����	
���

4.2.1 TFPGde 
� qBC5�, �z(2008)�4n&,öo6pþý<q
��KZ�`��rst� TFPG ��"��.TFPG �
�"�X=»�"~[V\�\, mn~[V\�\?
X=�»�?,�z(2008)��u»�,vw��ã@±�
�~[V\�\5#x��. 
�z(2008)5���3!� TFP�õ �de��. 

TFPG = ln
Yit
Yit−1

⎛
⎝⎜

⎞
⎠⎟
−
SL ,it−1 + SL ,it

2
ln

Lit
Lit−1

⎛
⎝⎜

⎞
⎠⎟

 

                   
−
SK ,it−1 + SK ,it

2
ln

Kit

Kit−1

⎛
⎝⎜

⎞
⎠⎟

         (1) 

YyMN��+�"²(Gross Output) 
Ly:;mè� 
Kyznq<÷ÁT 
SLy±a`�ÓÔ�:;=��¿{| 
SKy±a`�ÓÔ�znq<÷ÁT�¿{| 

 
� qBC5�,�F� Y, L, K, SL, SK�Fj}j��3

!��"��. 
  Y=(ô��6~Nbc���n�¹º²)/GDP ~[� � � � �
V\�\ 

L= �V�N�Z 
K= ����n�/GDP~[V\�\ 
SL= �V�N�Z����N1k�Å��+±a` 
SK= �+����n�/�+±a` 
�F�!G, �N1k�Å� JIP20129�:;ö<÷

yzd���.{�, ±a`�ô��ë6~N�ë��
ôa+,����a�ë��a�º<�4��Q�

d���T 3. 
 
4.2.2 BCDE��xde 
q��Y�� ºëlBCDE��x(RD)�`��.

 ºëlBCDE��x�, �+BCDE�"²��
+ ºël5à)��Ô�.� ºël�±��²
yzô��ë6~N�ë��ôa+,����a��

��r�, ë���º<�.  ºëlW\<�BCD
E��x�_`����, ëì=>?±�� Y ò�9
:�ö¾÷U\X���Ô56�.ëì�åÍ?ô��
�Õ	mè��UQ�±����`��. 

 
���� �!"�

���� #$%&'(��)�

¼�5hQ��g�3�, {OBCOP�»��M
N�wx����� TFPG�d�Q�.���$ 300�
N	K��)��MN�E	Q, ��N@��OPM
N�1kl��Ô�.�V�6�0 1�F� ��hQ
�.M���Ô, �+�"²��� , �V�N
��� , �+nq<÷ÁT�� , 

����4hQ�6�. 4���0�hij�J�
��������. 

TFPG�����, 2006�2008w����N� TFPG
? 6�7´���Q���.QyQ, 2009w�½\¾R¾
¿ÀÁT�3� ? 1�à�, �ÐÑN��=�
��.4p�\������Ï�»������. ¡
�,�N����p�\�?iz�,&��, ØÈÈ
e-R� TFPG� 6´yz−20´�¢G, ® ?£4
��N�56�.½\¾R¾¿ÀÁT�3�, �qã@
¤¥(�5�»�, ¦lã�§=4�¢Q��?9
:Q�����<�¨©"�U�� ÈÙ, ØËÈÙ, 
+,A�KL�6�abÅP6ÅP�N��=���

.?,ª��¢Q��«e��. 
{�, �ËÌÍQ� 2009w��, 12N��Õ5 9N

�� K?®Q�?, L�®i¬��N�_�, `N
�ØÈÈe(�56�. QyQ, �N�� K� L
3�4®�Q����Ô, jN�����:;¯° 
(K/L)?ÌÍQ�¨F5, :;¯° (K/L)4��.�

Yn /Yn−1

Ln / Ln−1 Kn /Kn−1

Yn /Yn−1



�

®��9:�;<��±²{j�. 
�

���� 	
��*+,-.� #$% &'(/�01�

111MN�OP�Q�, (1)³5deij��åZ�
`��, (2)³�4n& ´µ	
�t!. 

 
TFPGit=¶i+·1GSit+·2RDi(t-n)+D1+D2+…+D11+¸it   (2) 
�(Q,n=0,1,2,3,4,5 

 
(2)³�hQ�U�, TFPG�¹��åZ5, ��åZ

����ô���� GS� ºëlBCDE��x
RD�_!.n(= 0, 1, …5)�?¾@X����S]ýþ
�hQ, 6�w� TFPG�OQ�, u»��S]ýþ�
6� RD�`�� ´µ	
�t!.¸it�º»¼56

�.{�, ô���� �¼wx�ô���O��¡w
x�ô���åÍ �0Q, §=½�,&�9:ij
��Ô, A-=>�ö¾÷U\X���Ô�¾¿åZ
�Q�`��.{�, �ÐÑN�OQ�, MN	K���
pÀ\åZâD1,D2,,,,D11ä� 11Á��Q� ´µ	

�t!.pÀ\åZ� 1��P�Â���Ô�,  ÃF�
jÐÑNÄ���åZyzAQ���.»Y, RD?Å
�»�¥á, ��ÆX�¶A��.RD?Å�»��Ò
�, q�5`��BCDE��x� ºël�4n�
d�Q�GJ5, 	Ç� ºël?Å�»����x
4Å�»�.F� ���V�0 2�h�. 

 
��2�!"�

0 2�Õ5CBCDE��x��=���.�KL
�h�·2�8��,OP�»� 4w	�!G,2006w�
¶� 3w	5�,1wyz 5w��S]ýþ�4)�,B
CDE��x��=���.?È�KL�6�.j�,
�z(2008)�BC ���á�56�,2008w 9=��
'É�½\R¾¿ÀÁT�r56)�4,BCDE?M
N���.�õ�Ê;Q���ËÌ.�hÍ��4�

56�.�(Q,�S]ýþ��	�,w�3)�u»)
�Y�,XOQ4���» ���!�?��. 

 
3��45�

qBC�, 2004�2009 wMN�|}~\��`��, 
MNBCDE�ÕÖ�»�ÐÑN�T�Q, MNVW
X��=���.�õ �F�BCDE��x���

� ´µ	
�t!��3�Îs�ÏK��z

(2008)��g�M��Q���Q�.�tBC5� 2005
w{5?OP56)�?,Fj4��Ð��OP���
Q���qBC�ÑÒ?6�.uv�» ��Q��,
ÐÑN�Y���, (1)BCDE��x��S]ýþ�
4)�,TFP �õ�Ê;��ËÌ.?6�.(2)½\¾R
¾¿ÀÁT4r56)�4,������Q���Ë
Ì.?6��?hÍij�4��»)�. 

GDP ?,ª�®QC�q��N?,&»ÓÔ��
��Ð��6)�4CÕÖ�BCDE?��.�õ�

Ê;Q���ËÌ.��zy�Q���C���d

×�øù��4���<�Ø 
¡r�BC¢£�����, °�Ù�6�.� 1�,q

BC?owxW\<�	
���{)����56�.

�z(2008)������X~\��Q�	
���
?�Ôzj�.� 2 �,BCDE�a`��![U\W
\<5Ú!�5�»�,<÷ÁT�Q�Ú!ËÌ.56
�.¡´� �yz��S]ýþ��	���Q»y)
�?,BCDE�mn�Q�Ú�,ë��Û�Ü{<
»?zÝZwx�BCDEa�ÞßQ��5��.�

õ��KL�	
���5,��Q�KL?±"ij
�y�!y������?�<zj�. 
»Y,Ð	��	�á'»y)��Ô�,F7àd�

�FáQ��»�.,æ¨©5�F7àd�4hQ��. 
 
% & 
1�âã@� äåæ 	KJF¤^çßèé�êëìí�_�èêîìí�F�j

�ÐÑNèêï�êðìí��[@6ñèêé�êòìí�óô6óõÐß

èö÷�ööìí�`N6øóÐßèùö�ùîìí�abÅP6ÅPÐß

èùï�ëêìí���ÈÙèëö�ëîìí�ØËÈÙèëï�îùìí�©g`È

Ùèîë�îïìí�hiÈÙèîð�îéìí�Ídèöù�öòìí���ÈÙ

èëö�ëîìí�ØÈèëï�îùìí�fg`ÈÙèîë�îïìí�hiÈÙ

èîð�îéì¨�
2�?¾@XZ?®»��Ôí�Ñúí�ÛJÜ6ÛJÜ-ßí�F

�j©gÈe�fg`Èeí��X@6ñ�û]�F�jÐÑ

N�{�Ô�¨{�í�ÃóôÄ�MN�~\�üý��Ôí�

þ��
ë�$ �������á���¼������F�U�56�¤�

ô��ë6~N�ë�è�	Ðß6
ß������ÐßÐ

Ñ�ë���
ß�è�ì���VÐß6
ß����Ðß6


ßë��çß�6�a��

è�ì�ÐÑ�ë���ÐÑ±a`��	��ß���—�V�
�ß����j���x��

è�ì���ÐÑ±a`���ça�:}a6�î¡�a�$a

ád�

�:}a6�î¡�a�Ú¥�N���Å6�ç�7�¤

{�í���¨�6�;è�����;�7�ì��Za6�î

¡�aè�N���;í��;ì?Ã�ôaY3,����aÄ

�7{j�¤�

�

�

'()*�

1) Goto, Akira and Kazuyuki Suzuki,(1989)�R&D capital,  rate of 
return on R&D investment and spillover of R&D in Japanese 
manufacturing industries�, Review of Economics and Statistics,  
Vol. 71,  No. 4,  pp. 555-564. 

2) Griliches, Zvi and  Jacques Mairesse(1990), “R&D and 
Productivity Growth: Comparing Japanese and U.S. 
Manufacturing Firms,”  in Charles R. Hulten(ed.), Productivity 
Growth in Japan and United States, Chicago: University of 
Chicago Press,  p. 317 – 348. 

3) Griliches,  Zvi (1998),  �R&D and productivity: a survey of 
econometric studies at the firm level�,  NBER Working Paper,  
No. 3666. 

4) Odagiri,  Hiroyuki (1985), “Research Activity,  Output Growth 
and Productivity Increase in Japanese Manufacturing Industries”,  
Research Policy,  Vol. 14,  No. 3,  pp. 117–130. 

5) û�ü� , !�k(1986), Ã±=���.�õ �MN�
«d�	
Ä, ¥�q$%BC«, No16,  pp29 – 47. 



�

6) ��"#(1984), ¥��$%dèR« ,$% :�q�\ ,  
pp.29-47 

7) �&'(2008), ÃBCDE���.�õ : MNVWX�~\
��3���	
Ä,  Global COE Hi-Stat Discussion Paper 
Series,  No. 3, available at http://hermes-ir.lib.hit-
u.ac.jp/rs/bitstream/10086/16314/1/gd08-003.pdf, accessed on 
June 30, 2013. 

8) Õ()(2007), ÃMNVWX� RñD<÷ÁT��=���
.�deÄ,  ¥*d/0àdS`+,BC� 2007wx¨©
ª « , pp.41-90,  available at 
http://www.esri.go.jp/jp/workshop/080313/02niwa_01.pdf, 
accessed on June 30, 2013. 

9) kl-.(2001),¥/0/0�d�	
� BCDE���
.6bc.�	
�ë«,$%:�*/�,  pp.178-179 

10)$%�Nþ(2009)¥�?ã��N/0�K��BCDEI
J�J�1°=GJ�+,~\�1�2t«, available at 
http://www.meti.go.jp/policy/tech_research/20_indicator/japanes
e(h21.03).pdf, accessed on June 30, 2013. 

11)8O�½3\÷(2010)¥�qMN�456®�=>�7�
�BCDE�8�yz8�×£�¢£« ,  available at  
http://www.mizuho-
ri.co.jp/publication/research/pdf/report/report10-0929.pdf , 
accessed on June 30, 2013. 



�

 

+ ,--./0���1234-��/056789:38;�<��<=>-

åZ wx ^ß _� `N 
abÅ

P6Å

PÐß 
bc Þß Íd

ÚN ÈÙ ØÈ
Èe 

©g

Èe 
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Èe 

F�

jÐ

ÑN 

��

N 

TFPG 

2006 0.03 0.03 -0.01 0.14 0.13 0.12 0.06 0.07 0.12 0.02 0.04 0.05 0.07 
2007 0.02 0.06 0.02 0.16 0.07 0.06 0.05 0.08 0.04 0.07 0.02 0.01 0.06 
2008 0.06 0.01 0.05 0.04 0.10 0.03 0.06 0.08 0.06 0.04 0.05 0.04 0.06 
2009 -0.01 -0.04 -0.14 -0.13 0.03 0.08 -0.04 -0.14 -0.20 -0.08 -0.06 -0.01 -0.07 

 

2006 1.04 1.09 1.03 1.18 1.15 1.23 1.12 1.15 1.15 1.04 1.09 1.09 1.10 
2007 1.06 1.09 1.40 1.25 1.11 1.07 1.10 1.15 1.09 1.09 1.08 1.06 1.12 
2008 1.09 1.04 1.10 1.07 1.13 1.23 1.07 1.13 1.08 1.04 1.11 1.07 1.10 
2009 0.99 0.91 0.87 0.88 1.03 1.11 0.95 0.89 0.81 0.93 0.93 1.01 0.95 

 

2006 1.00 1.09 1.02 1.06 1.03 1.22 1.08 1.10 1.03 0.99 1.07 1.04 1.06 
2007 1.04 1.02 1.37 1.08 1.04 1.00 1.06 1.09 1.04 0.97 1.07 1.04 1.06 
2008 1.09 1.04 1.10 1.07 1.13 1.23 1.07 1.13 1.08 1.04 1.11 1.07 1.10 
2009 1.01 0.98 0.98 1.00 1.01 1.10 1.01 1.03 0.98 1.00 1.00 1.09 1.01 

 

2006 1.02 1.11 1.06 1.02 1.00 1.10 1.07 1.18 1.03 1.05 1.07 1.09 1.07 
2007 1.09 1.06 1.51 1.04 1.05 1.03 1.09 1.13 1.11 1.02 1.09 1.13 1.11 
2008 1.07 1.05 1.03 1.03 1.04 1.45 1.03 1.08 1.03 0.98 1.04 1.06 1.06 
2009 0.99 0.91 0.94 0.98 0.99 1.03 0.96 1.03 0.96 1.02 0.99 1.03 0.99 

Yn /Yn−1

Ln / Ln−1

Kn /Kn−1
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Evolution of Citizen-Consumer-Involving CSR 

In Distribution industry 
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Abstract Since the latter part of the 20th century, CSR(Corporate Social Responsibility) has been evolved
gradually. At the beginning, CSR evolved as countermeasure for corporate criticism. In 21st century, as public 
awareness of CSR is rising, CSR has been adopted into business management as an action to improve corporate
value through the contribution to society. This paper aims at showing the importance of the citizen-consumer-
involving CSR, and the problems for the practice.
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� � � Abstract   This paper shows brief history of product code standardization and its barcode symbol especially 

in medical device industry in Japan.  It may clarify the direction of the area and help the relevant people and 
organization. 
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Research on Influence on New Type Depression Tendency Caused 
by Techno-centered Tendency 

  

Soichi SAKABE, Hideo YAMAZAKI
 

Soka University graduate school of engineering
Faculty of Health Promotional Sciences Hamamatsu University

Abstract  The main purpose of this study is to compare the risk exposure of a techno-centered tendency in 
the informational environment to depression and new type depression tendency. It was investigated and 
analyzed by the structural equation model based on questionnaire surveys of university students in the 
information sciences. The result verified that the deteriorating techno-centered tendency causes the increase 
more in the new type depression tendency, in comparison with depression. We also proved that the influence 
depend on the purpose of the internet use. As a preventive measure against the depression tendency in the 
information society, we concluded that it is essential to prevent techno-centered and refrain from using the 
internet for escaping from reality. 
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Analysis of Self-Development Effects for University Students 
Brought about by Internet Usage for the Purpose of Self-Development 

Kuniyoshi OZEKI, Tomoaki HIROTA and Soichi SAKABE 

Soka University graduate school of engineering

Abstract  Our precedent study has been made on comparative study of the self-development effect by 
enlightening internet usage and reading of good books. This study newly added the information gathering 
about a life and gratitude to the study, and re-verified the effect by enlightening internet usage and reading of 
good books. It was investigated and analyzed by the structural equation model based on questionnaire surveys 
of university students in the information sciences. As a result, an analysis result that was similar to the 
precedent study was obtained. Moreover, it was suggested that gratitude may reinforce the effect. 
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Research on Influence on Communication Skills in Face-to-Face Situation 
Caused by Use of Internet Tools

 

Tomoaki HIROTA, Kuniyoshi OZEKI and Soichi SAKABE
 

Soka University graduate school of engineering

Abstract There are previous studies that analyzed the influence on communication skills in face-to-face situation 
by the use of the Internet tool. Then, we add a new construct (degree of good relationship and interpersonal stress, 
emotional stress tolerance) to the analysis model, and revised the survey items of communication skills in face-to-face 
and non-face-to-face situation, and made the causal relationship clearer, analyzed a detailed influence. And, we 
conducted a cross-survey information university students, and analyzed by the structural equation model. As a result, 
we obtained the same results as previous studies.
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Multiplication the origin of the information by the framing in the cinema 
 

Hiroo INOUE, Masaru YONEYAMA, Chiaki SOGA, Hiroya SHIMOYAMA, 
Keisuke NAKAMURA and Kenji OSAWA 

 
1   Chukyo University 

2   Graduate school of Information Science Nagoya University 
2   Osaka Sangyo University 

   The attempting in this paper, it is to show a possibility to consider the information from the 
viewpoint of framing in the cinema. Consideration to the information from the point of view of system theory, 
including cybernetics, there is a danger of falling into reductionism. It is necessary to explore the generation 
of information from the side of the duration and spirit, not the material, and indispensable to multiply the 
origin of the information by the various types of framing.
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ÇÈut¤}ÉÊzuËqrs��Ç
A Comparisation between Twitter and Facebook  

in Lawson Promotion Data 

����
Daisuke UENO 

�������RS�����ç\�  Waseda University of Socio-Infomatics 

� � � Abstract   This paper is a comparison research of characteristic of between Twitter and Facebook that are 
major social media in Japan. This research has set Lawson, which is the second largest convenience stores in 
Japan. The company posts valuable marketing information to customers periodically from Facebook and 
Twitter. In this paper, author conducted statical research by comparing the difference of customers' social 
engagement way such as Like or tweeting.  Especially by observing the response differences against the same 
information,  author had tried to identify the different feature between those medias. 
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Why people share information in the social media? : An analysis of 
the  motives  of  information-sharing in Facebook and Twitter 

Ryoko MATSUMOTO and Daisuke KAWAI 

The University of Tokyo Graduate School of Interdisciplinary Information Studies 

Abstract This paper shows actual use of Social Media and its motives of information-sharing. Now there 
are over 50 millions social media users in Japan, and they share their feelings, opinions, tips and other things 
every day. What make them to write and upload so much information? The desire of friendship, expression, 
or recognition? In this paper, we focused especially reciprocity and tried to show the relationship between 
information-sharing and reciprocitical motive. Our analysis are based on the internet survey whose  research 
object are Facebook or Twitter users.
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A Proposal of Self-actualization Support Service with Social Media 

1 2

Yoshihiro KAWANO and Yuka OBU 

1

Department of Informatics, Tokyo University of Information Scienses 
2 freelance

Abstract Social media, such as Twitter and Facebook, has been popularized. In the social media times,
personal branding is very important strategy in order to use individual strong points, and contributes to self-
actualization. Existence of mentors supports to find own strong points for self-actualization. In this paper, we 
propose a personal branding support service "Mentors". The concept is "Everyone has face of both mentor and 
mentee". The featuring function is to share components of self-analysis in human life design, that is, value, 
mission, and strategy. Mentors aims at promotion of human life by understanding their strong points and using 
social media effectively.
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Table name Description
users information of users
values value related to a user
missions mission related to a value
strategies strategy related to a mission
follows follow relation between users



Field Type Key Description
id int PRI primary key
provider varchar connected social networking 

service (ex: Twitter, Facebook)
uid varchar user ID in social networking 

service
name varchar user name in social networking 

service
created_at datetime created time for column
updated_at datetime updated time for column

Field Type Key Description
id int PRI primary key
user_id int MUL foreign key to users table
name varchar name of value
created_at datetime created time for column
updated_at datetime updated time for column

Field Type Key Description
id int PRI primary key
value_id int MUL foreign key to values table
name varchar name of mission
created_at datetime created time for column
updated_at datetime updated time for column

Field Type Key Description
id int PRI primary key
mission_id int MUL foreign key to missions table
name varchar name of strategy
status int achievement status of the 

strategy (not yet, under 
execution, completed)

created_at datetime created time for column
updated_at datetime updated time for column

Field Type Key Description
id int PRI primary key
from int MUL foreign key to users table
to int MUL foreign key to users table
created_at datetime created time for column
updated_at datetime updated time for column
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SNS
Proposal of SNS Membership Qualification System 

 for Information Security  

1 1

      Naoshi SATO and Yasuyoshi OKADA

1 Institute of Information Security

Abstract For assuring information security of SNS, the paper proposes introducing the SNS membership 
qualification system which uses 3 types of licenses and certifications; SNS membership license, security 
inspection certificate and access visa. It further describes related organization and operating image of the 
proposed system, and finally discusses effects and issues on the proposal from technical and sociological 
viewpoints.
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Proposal and Development of Photo Rally System for Sightseeing 
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� � � Abstract���This paper shows the proposal and  development of the new web system with social media for 

sightseeing, and design how to use information of  tourism. We enable a tourist him/herself to send 
information in place of a public relations depertment or tourism office. This system consists of a smartphone 
application used for submit some information in tourism area and a web system used for seeing it. This paper 
is focused on the application for tourists to take some pictures. We prove the value of it by an experiment.�

 
'�(�)� -.��/012345��67891:;5��<=���>�?@A�

 
 
N*+,-. 
� �������	
�����������	���

�������� !"���#$%&'()*�+�,

��-.$/�01�23��4$"5�6 78"��

-.$%9���:;�<=>$?0@$%9ABC'

,DEFG���HA��#"I$JK,LM�NOI '

PQ�R=7�$=!�K-.����:;�STU,V

��WXYZA[\7E ,=D�6����]�^V_`

�a;"�SNS!bc��d'JG���H=>$ef�g
*-.�hiJK!jkE��l45�A�mn'o$pq

4r87E��6s$JK,tu$vq'w*E���"

����#"-.�ef��	���!�efx7�-.

�yz"O�Web	����{%�� !"� 78"/%
'[\7EO��|}~��~<=>$-.%9!�o'�

��HA|�,��"��-.�ef�%9�yz�� 

!���'*�6��>�2012��=>����$�i$
��ef��	���$�����]'����iE�

�(1)6s$K����"��	���?�U"5��]�^

V_`�a;$���[��������*Es$���

��*�6���'��	����~$� �[��¡�

�A-.�ef*�efx7�-.�Web¢"yz"O�
JK'�� !"����$£��¤¥��¦§"5�6 
 
/*�0!�O$123!45 
� |}~��~A¨©��-.$%9Aª�*EO�?

0"�«¬'/�*O7E�,�$A��H��$-.

"5�6 78"��-.$%9���:;�<=>$?

0@$%9ABC',DEFG���HAt#'7�

®�IK�D�¯¦��°*�IK�D�#��±²*�I

³,�U'PQ�R=7�$=(´ 1)� $JK,-.�
µ¶·¸ SNS "¹º'»i>7E��-."5�A���
:;�<'V��WXYZx7E ,=D�6¼½$��H=

>¾¿�hi�'�ÀÁ,ÂÃA==�¢�Ä>7�-.

'4ÅÆA5�6=!�DEµ¶·¸ SNS =>ÇÈ,-.

�Éh��$�ÊË'ÌÍ"5� (´ 2)6 
-  K�D�vq$ÎÏ'w*E����$�]�^V_`

�a;AÐ�ÑÒ*E��6*=*-.ÓA¼½Ô�'½�

!�K�¸�ÕÖA´G×>�!�KpqA5Ø>7�6s 

"����"��	`a�,-."ÙÚW�[Kd!�¡�

�'J�ef�g�d�=©h8D�-.�Û%9��J

K,���$ Web 	����{%*E��:;�$���
[K !�£�!*E��(´ 3)6?b$��"����:;
�@Ü��ef�?z	����23*E��6 7���

�HAt#"���ÝÞ�ef"O��]�^V_`�a;

!�efx7�ßà�á¦â'?zãä��åæçèÚ^

=>,DE��(´ 4)6éê'©�E�� 78"$��
(1)(2)�ëìx7��6���"�s$í���#"Ô��

��]�^V_`�a;${%!���[D�6 

 

 
� �� ����	��
�����

�

 
� �� ��
���������



�

 
� �� ������
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①スマートフォンアプリ（撮影・投稿）

商店街・公園などの観光エリア
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   Recently, In regional activation,Used Open Data attract attention and provide for Various 
information. Moreover, Sightseeing expected to use to regional activation. In this study, We propose a 
regional PR model by providing tourist information as Open API. As the result, we made it clear that this 
model is useful to provision of information and discussed issues of them. 
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� � � Abstract   In this paper, we present an approach of developement of a digital archive system for social 

education by project-based learning under cooperation of regional communities. A digital archive for fishes 
which live in Hokkaido prefecture was built by using the system. We assume to use this digital archive in a 
elementary school of the regional community. The details and the subject of the approach are shown.  
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Toru AMANO 

ÑÒ42;22�;Ý"!2:�  Meisei University  

� � � ��������  After the Great East Japan Earthquake, disaster recovery assistance activities have been carried 
out extensively than ever. But we lacked efficient and effective techniques and equipment to leverage the aid 
for the disaster victims. Then lots of supplies for the victims resulted havoc in the disaster-affected 
municipalities . Now, the administration and local governments have a policy not to accept any donated 
goods from the private sector at least officially. But I think that is wrong. 

              In this paper, I discuss better logistics for disaster recovery assistance activities by stage of recovery. Then, 
I present how to use the stockpiled supplies in local governments and donated goods from the private sector 
efficiently and effectively, as well as present an overview of the information system to support the process 
from the view-point of community network.�
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The problem of open data by Local government. 

Kazuto AOKI 

 Nishiuji Public Library 

Abstract   The aim of this paper is to examine create an open data item list of advanced local government and 
considered these issues order to promote open data published widely in local government.As a result, to 
discuss the propulsion of open data, it became clear that Cooperative work at local government and citizens, 
NPO , distribution is required. 
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ICT  
Utilization of ICT for Expanding Political Participation 

 
 

1 

Masami HONDA  
 

1 Interfaculty Initiative in Information Studies,  
The University of Tokyo 
 

Abstract   A purpose of this article is to argue about possibility to plan expansion of the political 
participation by utilization of ICT. 
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Local governments’ core competence information systems in the Open Gov. 

Hirokazu YOSHIDA 

, Osaka Prefectural Government, Setsunan University 

   The Open Governmennt movement is becoming even Japan. For example, the residents and 
companies create applications to improve the convenience of the residents by The Open Data held by the 
Government. Governments shoud develop and maintenance only core competence Information system. But 
core competence change in the Open Gov. This paper shows the goal of local governments’ core competence 
information systems in the Open Gov. 
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LAN
Impact of the Timing of Adopting LAN in Local Governments

on Public Information Services

1 2

Yoshiya MORITANI and Akihito NISHIDE

1 University of Hyogo
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Abstract Acceleration of adopting ICT infrastructure is one of the political methods for enhancing public 
information services in local governments. However, the impact of the acceleration is not clear and causes 
uncertainty in the political decisions. In this paper, we seek better understanding of the timing of adopting 
ICT infrastructure and the impact of it on the public information services. Using the data from the annual
survey by Ministry of Internal Affairs and Communication, we argue the timing of adopting Local Area 
Network (LAN). According to the simple analysis, we find no statistical evidence that the timing of adoption
affects the public information services. The result shows that the effective acceleration is not superficial
execution. 
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Information and Communication Technology and Urban Space 
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The purpose of the Society of Socio-Informatics International Workshop for Young Researchers (organized 

by BJK) is to provide early career scholars who do not have fulltime teaching positions with an opportunity to 

give presentations in English and to exchange opinions with peers from various parts of the world. 

This year, we will focus on Information and Communication Technology (ICT) and urban space. It is 

evident that we can observe that people in different locations live at least partially similar style daily lives 

supported by advancements in ICT. In addition, contemporary urban spaces, especially in so-called global

cities,  enable us to lead a life based on ICT. 

These phenomena can be considered an aspect of general globalization. However, as many scholars have 

pointed out, globalization is inevitably intertwined with localization. So, under the theme of this workshop, 

we will try to examine two questions as follows with young researchers from all over the world; 1) What kinds 

of locality can we find in contemporary urban spaces which support our daily lives with ICT? 2) In the 

globalizing world, what kind of relationships between local cultures (and their different economies, and 

political contexts) can we confirm in contemporary urban spaces? 

BJK

ICT

ICT

1) ICT

2)

2

Chair 
 Tomohsia Hirata  Kyoto University

 Presenters 
Hye-Jin Park  Ulsan National Institute of Science and Technology

Love Kindstrand  University of Chicago

Kaoru Sunada GLOCOM Center for Global Communications, International 

University of Japan & Joong Sun Lee  Tokyo Institute of Technology



B. M.

1950 W.R. H.v.

G.

1960

10

SNS

fundamental informatics HACS



15

TBS

TBS



(1)

(2)



Ethnomethodologically informed Ethnography: EME

 80

CSCW Computer Supported Cooperative Work CHI Computer Human Interaction

EME

(1) ICT

, ICT .

, , .

(2)

(3)



ICT

NTT



K. Arrow 1 A. Sen 2

Arrow, Sen

1. Arrow 2. Sen

     Vol.1 No.1 p.75

Sen

Sen Collective Choice and Social Welfare (1970)



OpenStreetMap(OSM)

Localwiki 

OSM Localwiki

WS

OpenStreetMap Foundation Japan  OpenStreetMap

 Localwiki.jp



,

,

,

, ,

, ,

the visual . , ,

,

, ,

,

visual sociology

,

, 1980 ,

,

, ,

,

,

, ,

,

, ,

,

,

,





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連携報告 
 





The Development of Disaster Information Volunteer 
The Analysis of the Activity of “Salvage Memories” to Return Photo 

Albums Lost in Disaster Area 
1

Hirohsi YOSHIDA 

1  Graduate School of Informatics, Shizuoka University   

Abstract   In this paper, I analyse and estimate our  activity as a disaster information volunteer after East 
Japan Great Earthquake. We entered into suffered area after 311 East Japan Great Earthquake, and we tried 
to rescue many photos suffered by Tsunami. Through this analysis, compared with the activity of traditional 
disaster information volunteer before 311, I present new style and new thought on Disaster information 
volunteer well fitted to this information society. Disaster information volunteer nowadays becomes to be able 
to treat information which is filled with dense private and wide social meaning. 
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被災写真の検索・共有アーカイブの検証
―「思い出サルベージアルバム・オンライン」の技術的分析―

Discussion of Technological Approach of The Project “Salvage 
Memories” to Return Photo Albums Lost in Disaster Area 

○服部哲1

Akira HATTORI 

1神奈川工科大学情報学部情報メディア学科  Kanagawa Institute of Technology 

   Abstract   In this paper, I provide technical analysis of The Project “Salvage Memories”. The project 
developed an archive system to return photo albums lost during the earthquake and massive tsunami on the 
day of March 11th 2011. The system has a great potential to hand regional memories, which have been 
fading in the disaster area, on to the next generation. I discuss the benefits and problems of the archive 
system. 

   キーワード データベース, アーカイブ, 地域の記憶, ネットワーク, パソコン愛好会

１．はじめに
3.11の東日本大震災で被災した写真やアルバム（以

下，被災写真）をすべて持ち主に届けるために「思い
出サルベージアルバム・オンライン」は開始され，
2011年5月から9月にかけて，山元町で回収された70万
枚超の写真を洗浄・複写しデジタル化してきた．被災
写真を返却する取り組みは各地で取り組まれている1)．
それらに対し，山元町での本プロジェクトの特徴は情
報技術（IT）の積極的な活用にある．
膨大な写真の中から自分の写真を見つけ出すことは
極めて困難なことであろうが，山元町のように地元の
人間関係が本来豊富な地域では，地元の力を結集し被
災写真を探すことによって，その持ち主が発見される
可能性は大きく広がると考えられる．そのために情報
技術を利用した3つの仕組み，インデックスカタログ，
被災写真の検索・共有アーカイブ，画像認識システム
を「思い出サルベージアルバム・オンライン」では考
案し実践してきた．それぞれ，アルバム内の代表的な
写真数枚をカタログ化たもの，キーワードでアルバム
を検索できるようにしたもの，顔画像認識技術を活用
し被災写真を検索可能にしたものである2)．
そのうち，被災写真の検索・共有アーカイブには他
の2つの仕組みにはない，地域の記憶の蓄積・伝承と
いう機能がある．3.11以降，被災地では住民の流出が
加速し，地域コミュニティが喪失しつつある．その結
果，地域の記憶の伝承が途絶え，地域そのものが消滅
するという危機に直面している．その記憶をつなぎと
め，後世に残してくことは不可欠である．そのため，
本稿では情報技術を活用した3つの仕組みのうち，被
災写真の検索・共有アーカイブに着目する．
本稿では，被災写真をアーカイブするとは何を意味

するのかを議論し，その後，被災写真の検索・共有ア
ーカイブの構築，利用，効果，およびそれらの過程で
生じた課題について，理工系よりの社会情報学の研究

者という立場で検討する．最後に，アーカイブの将来
像をITリテラシー教育と関係付けて展望する．

２．写真のパワーとアーカイブ
被災写真をアーカイブするとは何を意味するのか．

言葉の表層だけを見れば，被災写真のアーカイブは被
災した写真やアルバムをデジタル化しデータベース化
することであるが，もちろんそれだけではない．それ
を理解するためには「写真とは何か」，つまり，「津
波が押し流したものは何なのか」という問題を問わな
ければならない．
被災写真を洗浄していると，七五三の写真，運動会

の写真，卒業式の写真，成人式の写真，結婚式の写真
など，人生の節目の写真が数多く津波で泥まみれにな
ってしまったことに気づかされる．それぞれの家庭で
大切に保管されている写真の多くは家族や友人といっ
しょに写したものである．写真は生きてきた証であり，
長い人生の一コマであり，家族や地域とのつながりの
証である．そこには「個人の記憶」が，「地域の記
憶」が，そして「つながりの記憶」が記録されている．
つまり写真には複眼的に見る地域の記憶がネットワー
クされているのである．
しかし東日本大震災の津波は膨大な数の写真を押し
流した．それと同時に津波は写真によって想起されう
るさまざまな記憶をも根こそぎさらっていった．その
結果，写真のパワーによって容易にアクセスできたで
あろう「思い出」，あるいは回想し記憶化されうる
「歴史」は，地域から消失する危機にさらされている．
被災写真をアーカイブするとは，個人の，そして地域
の多元的な記憶をネットワーク化し，容易にアクセス
可能にすることである．

３．被災写真の検索・共有アーカイブの構築と
利用



 

３．１ アーカイブの概要
本アーカイブはニフティ株式会社のコンテンツ管理

システム（CMS）を基盤として構築されている．被災
写真の中にはアルバムから剥がれてしまった，あるい
は最初からアルバムに収められていなかったために一
枚一枚バラバラになってしまったもの（以下，バラ写
真）もあるが，本アーカイブでは被災写真のうちアル
バムを対象とし，地区名やキーワードからアルバムを
検索することできる（図1）．具体的にその機能は大
きく，(1)キーワードによるアルバムの検索と，(2)ア
ルバムへのキーワードの付与の二つである．被災写真
を探しに来た人は，たとえ本人の写真やアルバムを見
つけられなくても，近所の人や友だちの写真を発見す
ることは多々あり，また，写真を見ながら思い出を語
ることもある．それらを写真を探すための手がかり情
報としてアーカイブのデータベースに蓄積し，キーワ
ード検索の対象とするのである．これにより，被災写
真を発見しやすくし，かつ，地域の記憶の蓄積が行わ
れる．

３．２ データベースの設計
データベースの設計はその仕様＝スキーマを定義す

ることであり 3)，その結果はデータベースの利用のし
やすさに影響する．被災写真の場合，いくら災害時に
備える努力がなされていたとしても，データベースの

対象があらかじめモデル化されていることは常識的に
考えられない．したがって，「思い出サルベージアル
バム・オンライン」では，アーカイブのデータベース
のモデルを設計することから行い，それに基づいてス
キーマを検討し，結果的に二つの CSV を作成した．
それらは，アルバムそのものを管理する CSV とアル
バムの中身の一つひとつの複写データを管理する CSV
である．
しかしこれら二つの CSV を，地域の多元的な記憶

をネットワーク化するという視座から評価すると，
個々のキーワードをひとつのフィールドにまとめて蓄
積いるため，それらのつながりを十分に表現できてい
ない．個々のキーワードをアルバムに関連付け，それ
らを一体的に管理できるようなデータベース構造とす
べきであろう．

３．３ データの登録 
アルバムをアーカイブに登録するまでにどれくらい
の時間を要するのか．本節では，100 冊のアルバムを
登録するまでにかかる時間をまとめる．
まず初めに，作業用パソコンにアルバムの中身を複

写したデータ（以下，複写データ）をコピーするため
に 1 時間かかる．次に，複写データを確認するために
1 時間，複写データを回転したり縮小したりするため
に 1 時間かかる．アルバムの表紙や代表的な写真をそ

のアルバムのフォルダにまとめる作業や CSV
ファイルの作成にはあまり時間が必要なく，
それぞれ 15 分程度である．これは，本プロ
ジェクトのオリジナルツールの効果である．
アルバムフォルダ内のデータを FTP でアップ
ロードするために 1 時間必要となる．FTP に
よるアップロードでは，最初の立ち上げだけ
実行すれば，それ以降は別の作業を実施でき
るが，回線の影響で不定期に FTP サーバとの
接続が切断されてしまうこともあるため，定
期的に動作状況を確認する必要がある．最後
に，アップロードされた CSVファイルからア
ルバムをアーカイブに取り込み HTMLファイ
ルを出力するために 1 時間必要となる．した
がって，100 冊のアルバムをアーカイブに登
録するために，およそ 5時間 30分必要となる．
ニフティ株式会社のアーカイブ担当者の話で
は，精一杯の努力をして，500 冊のアルバム
を登録するのに 1 週間（＝5 日間）を要する
ということであった．
アーカイブへアルバムを登録する際，デー

タの分散・散逸という課題があった．複写デ
ータは手元にあるがインデックス用データが
届いていないというように，アーカイブ担当
者の手元にデータがそろわないのである．被
災写真を複写する現場とインデックス用デー
タを作成する現場とアーカイブを構築する現
場とがそれぞれ地理的に離れているため，複
写データを東京方面に持ち帰ったり，インデ
ックス用データを東京近辺でやり取りしたり

 

 
図１ アーカイブによるアルバムの検索 



 

する必要があった．そして，データも散逸した．そも
そもデータが一箇所にまとまっていたわけではないの
で散逸とは言えないかもしれないが，しかしそれでも，
データがさまざまなところに分散していた．主な原因
は，インデックス用データ作成のために複写データを
作業用パソコンにコピーしておく，念のためデータを
バックアップしておく，などであろう．

３．４ アーカイブの利用状況 
2011年 7月末のアーカイブの利用開始後，筆者がは

じめて山元町を訪れたのが 8 月 13 日であった．その
間にどのようなキーワードを利用してアルバムが検索
されたのかを，Web ブラウザに残された履歴を見るこ
とで調べ，キーワードの種類ごとに使用回数をカウン
トした．
その結果，延べ 200 件近く
のキーワードが利用されてい
た．キーワードの種類は人の
名前が最も多く約 4 割（82
件）を占めた．ついでイベン
ト関連のキーワード（49 件）
であり，結婚式，七五三，卒
業式，旅行などが利用されて
いた．学校名や「小学校」な
ど学校関係のキーワード（16
件）がつづき，さらに，「赤
ちゃん」や「おじいちゃん」
など家族に関係するキーワー
ド（11 件）がつづき，最後に
地名（10件）がつづいた．
人の名前が最も多く使われ

ているため，写真を探しにき
た地元の人たちから集められ
た手がかり情報をアーカイブ
に登録しておくことの意義を
理解できる．また，結婚式，
七五三，卒業式，赤ちゃんな
ど，写真を見ればわかるよう
な情報も重要であると理解で
きる．
利用されたキーワードを時

系列に追うと，家族の名前を
順番に入力している例が数回
見られた．これは，家族一人
ひとりを探そうとする気持ち，
家族の絆を再確認しようとす
る思いの発露なのかもしれな
い．また，家族や地域とのつ
ながりを連想させるキーワー
ドも使用されており，キーワ
ードのログは地域の記憶をネ
ットワーク化するというアー
カイブの役割の一端を垣間見
ることができるのではないだ
ろうか．

３．５ 返却数に見るアーカイブの効果 
2011年 6月から 2月までの被災写真（バラ写真とア
ルバム）の返却数を図 2に示す．また，図 3は同時期
の入館者数の推移である．
一般に被災写真の返却は，写真やアルバムの公開当

初に向上し，その後は急激に減少すると予測されるが，
8 月と 9 月を見ると，来館者数の急激な減少にもかか
わらず，返却数の急減はない．アーカイブの導入が 8
月と 9 月の急減を防ぐことができたひとつの要因と考
えられる．ただし，すべての地区のアルバムがアーカ
イブに登録されていたわけではないため，慎重に効果
を分析する必要はあるだろう．
顔画像認識システムが開始された 11 月は，その効

果がバラ写真の返却に明確に現れている．バラ写真の
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図２ 被災写真の返却数の推移（2011 年 6 月～2012 年 2 月） 
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図３ 写真返却会場への来館者数の推移（2011 年 6 月～2012 年 2 月） 



 

返却数は 7 月から漸減傾向にあり 10 月で大きく落ち
込んでいるが，11 月の返却数は増加に転じている．来
館者数も影響しているかもしれないが，アルバムの返
却数は来館者数に比例していない．

３．６ 地域の受け入れ 
筆者の知る限り，地域の記憶の保存・伝承というよ
うなアーカイブの使われ方はいままでのところ行われ
ていない．
被災写真の検索・共有アーカイブを地域のグループ

ウェアと見なすこともできる．それは，「東日本大震
災からの復興」という共通の目標を持つ地域の人々を
支援し，共有作業環境へのインタフェースを提供する
システムである．社会学的視点にもとづいてジョナサ
ン・グルディンが指摘した，グループウェア開発の課
題 4)に従えば，被災写真のアーカイブが地域で受け入
れられるには，それを使う個人が恩恵を受け，地域と
しても利点がなければならない．また，それが有益な
ものとなるためには，初期の利用者は地域全体のこと
を考えて積極的に利用しなければならない．
「思い出サルベージアルバム・オンライン」では，

アーカイブ公開の当初，登録されたアルバムも付与さ
れた手がかり情報もどちらも少なかった．アルバムの
登録数は時間の経過とともに少しずつ増えていったも
のの，手がかり情報，特に地元の人たちからのものは
少ないままであった．そもそもアーカイブを利用する
人，つまり，ふるさと伝承館に写真を探しに来た人の
目的は，地域の記憶・つながりの記憶を蓄積すること
ではなく，自分や家族の写真を発見することであった
はずである．そうであるなら，インデックスカタログ
や顔画像認識システムを利用したほうが，写真が発見
される可能性は高い．
アルバムの検索という側面に限れば，発見例もあり，

被災写真の検索・共有アーカイブはその役割を果たし
たであろう．しかし，地域の多元的な記憶をネットワ
ーク化し保存伝承するという観点からは，これまでの
ところ，そのような使い方はされていないし，そもそ
もそのような使い方は難しかったのではないだろうか．
今後，本来の意味でのアーカイブを，つまり地域の記
憶の保存・伝承というコンセプトを被災地にどのよう
に導入するのか，その過程も含めてアーカイブを改め
て設計しなおし実践する必要があろう．
一方で，アーカイブへのキーワード入力が徹底され

なかったことも指摘しておきたい．アーカイブの初期
の利用者は本プロジェクトのメンバーも含まれる．
「思い出サルベージアルバム・オンライン」では，被
災写真の返却過程で数多くの手がかり情報が収集され
た．しかし，それらのほとんどはアーカイブに入力さ
れなかった．アーカイブをどのように使っていくのか，
プロジェクト全体でコンセンサスが得られていなかっ
たのかもしれない．

４．今後の展望 
被災写真の検索・共有アーカイブのユーザインタフ
ェースは非常にシンプルである．その使い方を少し教

わるだけで，キーワードや地区からアルバムを検索す
ることができる．情報技術を使いこなすための少しの
スキルを身につけることで，地域の記憶のネットワー
ク化・保存・伝承に参加できるようになるのではない
だろうか．
山元町では 2012 年 9 月から翌年 2 月にかけて生涯

学習・協働教育を念頭に情報技術の基礎から応用まで
を学ぶための教育支援プログラム（愛称は「山元復興
学校」）が実施された．そこでは，基本的なパソコン
スキルから地域を再び「つなぐ」ための SNSリテラシ
ー，さらには映像制作スキルまでを含む IT リテラシ
ーを涵養し，その IT リテラシーによって「被災地か
ら失われつつあるコミュニティ」を力強く復活させよ
うと試みた．これに関する報告は別途行うつもりであ
るが，教育支援プログラムの成果の一つとして，パソ
コンを楽しく学びあい，地域コミュニティを育むため
の場＝パソコン愛好会が，山元復興学校の受講生たち
により立ち上げられた．これまでは受け身で教育支援
を受けていた人たちが主導権を握り，自分たちのスキ
ルを磨くために，毎月 1 回ではあるが，集い，パソコ
ン学習に取り組んでいる．パソコン愛好会では地域
SNS を活用して，山元町の復興の過程を記録し後世に
伝承しようとしている．この取り組みについては，ま
だ話し合いが行われた段階ではあるものの，一部の先
進的なメンバーは地元ならではの「今」の情報を地域
SNS上で発信し続けている．
「思い出サルベージアルバム・オンライン」で構築
したアーカイブが山元町のパソコン愛好会と連携する
ことで，これまでの地域の記憶・つながりの記憶を次
世代に継承し，新しい未来を構想するためのツールと
して，またそのための場所として活用され，町の人た
ちによって主体的に運用管理されるようになれば，そ
のアーカイブは自立的・継続的に発展し，地域の記憶
をネットワーク化しつづけ，山元町の「記憶のよす
が」として永続するのではないだろうか．
そのためには，被災写真の検索・共有アーカイブに

は改善の余地は数多く残されているし，写真のレタッ
チや共有，プライバシーの問題などの課題もある．こ
れらの課題を慎重にクリアしていくことが今後の課題
である．また筆者は，パソコン愛好会のメンバーと協
力しながら，山元町の復興の過程を記録し，その効果
を長期にわたって検証したい．
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被災地における地域と個人の〈物語〉を
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   Abstract This paper shows information communication technology can work as a Tool for 
“Story” of people and communities through disaster relief activities of The Society of 
Social-Informatics young resercher’s group “SSI-BJK”. The contents of activity are as 
follows. Applications of information technology to return photo albums Lost in disaster 
area, cooperation activities with people of the area using the application, a blog by 
community FM. 
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１．はじめに
本稿では，社会情報学会（2012年度まで日本社会情
報学会）若手の会（以下，SSI-BJK）による，津波に
よる甚大な被害を受けた宮城県山元町における被災写
真のアーカイブ構築・返却，地域内の災害臨時FM支
援・中学校による情報機器の活用支援といった活動を
とおして，情報技術を用いた地域復興支援を，災害に
よってうしなわれた，あるいは変容した個人とコミュ
ニティ・地域の〈物語〉の再構成を補助する手段とし
て位置づけたい． 
 被災写真のアーカイブ構築・返却活動においては，

被災写真が個人や家族の記憶を想起させるものとして
その返却が進められたこと，地域においては情報技術
とそれを用いた活動が地域内の結びつき，つながりを
強めるツールとして機能した．本稿の目的は，この記
憶とつながりのための機能を〈物語〉という呼称で位
置づけることにより，情報技術を用いた地域復興支援
の効果を，建物や道路や食料といった物理的な支援，
いわばハードウェア的支援と車輪の両輪を成す，いわ
ばソフトウェア的な支援のひとつとして位置づけるこ
とにある． 

２．記憶とつながりの手がかりのメディアとし
ての情報技術
(1)個人の写真，家族の写真，地域の写真
 東日本大震災にともなう津波は海辺の町に住む個人
の写真を根こそぎさらっていった．宮城県亘理郡山元
町において，自衛隊や消防段により回収された写真を
デジタル化することによって返却する活動「思いでサ
ルベージアルバム・オンライン」1)は，このような写
真を被災地の個人に返却するというものであった． 
 また，写真はしばしば家族のものである．家族単位
でアルバムが保存され，時々の閲覧に供される．写真

の返却はしばしば，被災地ではその一部を失った人が
多くいる家族のつながりを思い起こさせるものであり，
別の家族や親族にそれを届けるといった，被災後のつ
ながりをもたらすものでもあった． 
 さらに，写真には地域で共有されるべきものがあっ
た．代表的な例が卒業アルバムである．津波でこれを
なくした人は多くあったが，流され発見された卒業ア
ルバムの所有者はほとんどの場合不明である．そこで
卒業アルバムのデータを学校等から提供してもらい，
デジタル化した卒業アルバムのプリントアウトを希望
者に返却するという活動をおこなった．また，デジタ
ル化した写真のアーカイブ等の手がかりを携えて仮設
住宅を訪問し，写真探しをイベントとして実施するこ
ともおこなわれた．写真を探す際にはしばしば「これ
は誰それさんの写真だ，届けてあげよう」といったせ
りふが聞かれた．また，イベント以外での写真返却の
場，イベントとしての場ともに，写真を見ながらの会
話が繰り広げられることが非常に多かった． 
  
(2)地域内外への発信メディアとしての情報技術
 一方で，被災後の地域の重要なミニコミで情報技術
による支援が高い効果を発揮した例もある．山元町で
被災直後から 2013 年現在まで放送を継続している災
害臨時 FM「りんごラジオ」のブログである． 
 りんごラジオは被災者向けの緊急性の高い情報発信
にはじまり，ブログで外部への情報発信もおこないつ
つ，混乱のおさまりと並行して娯楽情報を増やすなど
時期に応じた舵取りをおおこない，震災後一年以降を
復興期と位置づけて，コミュニティ回復・再構成のた
めの情報発信へとシフトしている．住民の声が情報と
して電波に乗って流通することもしばしばある．たと
えば局長が山元町で暮らす人々に 3 月 11 日の体験を
尋ね，それをそのまま放送した「私の 3 月 11 日」な



 

どである． 
 SSI-BJK ではこのりんごラジオに対して，開局直後
からの機材提供，現地での機材使用のためのボランテ
ィア派遣，ブログ開設および運営補助等をおこなって
いる． 
 筆者がこのりんごラジオ局長にインタビューを実施
したところ，りんごラジオのブログは，局長により，
ラジオの補完メディアとして明確に位置づけられてい
た．ラジオにない町外への発信，視覚情報の掲載が可
能といった性質を受けてのことである． 
 また，もうひとつ重要な差異として，蓄積性を指摘
したい．ブログには目に見えるかたちで「311 からの
日々」が積み重ねられている．被災後の転出者にとっ
てこれが価値を持つことは想像に難くないが，アクセ
ス数から推測するに閲覧者はほとんどが町外の人であ
る．マスコミ報道等でりんごラジオについて知った，
あるいは山元町に縁があって検索したなどの理由でた
またまブログを名にして引きこまれて読んだ人，ブロ
グ自体の評判を耳にして読んだと推測される． 

３．〈物語〉再構成の手段としての情報技術
  
(1)〈物語〉は誰に対して語られるべきか
 これらの活動事例をもとに，以下，大規模震災から
の恢復の過程における記憶とつながりの役割を〈物
語〉として位置づけ，その作用について論じたい． 
 記憶とつながりは「私たちはかつてこのようであっ
た」「私たちは現在このようである」という認識をも
たらす．人々の持つそのような認識をここでは〈物
語〉と呼ぶ． 
 第 2 項で述べたように，個人の写真は記憶を補助し，
写真を閲覧した段階での人生に過去のあるできごとを
位置づける機能を持つ．逆にいえば，一枚の写真もな
い過去があいまいになることもありうる．年齢を重ね
れば記憶があいまいになるのはごく一般的なことであ
る．写真は消えていく記憶をせき止める役割をはたす． 
個人の写真を，過去への手がかりとして返却する活動
は，災害という大きな傷を負った個人の人生の続行に
大きな役割をはたす〈物語〉の鍵を取り戻すことを助
けた，といってもよいだろう． 
 また，被災写真返却は個人のみならず，家族と地域
にとっての記憶のよすがでもあり，さらに，被災後に
かつてのつながりを取り戻すよすがとなったり，新し
いつながりをもたらすものであることが示された．さ
らに，りんごラジオブログの例から，情報技術が被災
地についての情報を継続的に発信・共有する場ともな
ることが示された． 
 これらはなにを意味するか．大規模震災からの恢復
の過程における〈物語〉は個人にとどまらず，地域に
とっても重要な役割を果たしうるというのが，筆者の
主張である． 
 災害はいうまでもなく人々を，そしてその集合であ
るコミュニティを大きく傷つける．傷つきからの心的
な回復（あるいは傷ついたままでどうにか生きていく
こと）において大きな役割を果たすとされているのが，

当事者の語りや，その対象のおこなう行為としての傾
聴や問いなどである．病や災害などの当事者への支援
に関する複数の議論で，当時者が傷つきや困難につい
て語り，共有し，みずからの人生にとっての意味づけ
をおこない，ある種の内的な秩序を獲得することの効
果が論じられている(2．ここから，災害に遭った人々
への支援の一部として語りの場をもうけることが提案
され，実施されている． 
 この種の議論で対象となっているのは個人の，たと
えば精神医療の場における語りである．そしてそれを
もたらすものはたとえば医療行為であり，たとえば個
人間の情愛や善意などのよき感情，あるいは関係性そ
のものである．それらによる語りの支援が重要である
ことは言うまでもなく，だからその相手をもたらす被
災地支援といったときには，たとえば医療従事者，医
師やカウンセラーといった人々の派遣が想定されてい
る．それらはもちろん重要な支援である． 
 しかし，被災した人々が内的な秩序を獲得するため
の語り（本稿ではこの種の語りを，仮に〈物語〉〈物
語る〉とする）は，医療従事者等の外部の人々との関
係性においてのみ支援されるべきものではないと筆者
は考える．〈物語〉は，傷ついた者自身が，自身とお
こなうものであり，医療者等は必要に応じてこれを補
助する．日常の場では多くの場合，問題なくこのモデ
ルが成立するが，被災地においては〈物語〉の手がか
りも被災している．そのひとつが写真であり，それを
取り戻すためのツールが被災写真アーカイブなのであ
る． 
 
(1)地域における〈物語〉の役割
  地域コミュニティ全体が影響を受けるサイズの災
害があった直後に起きるのは，第一に情報の不足であ
る．とくに山元町においてはマスコミ取材の偏りなど
により，町内での情報共有だけでなく，町外への情報
発信もきわめて制限される事態となった．津波被害に
関する報道は宮城県の中でも比較的北よりの地域に大
きく偏り，地元紙である河北新報においてさえ，社員
から「県南の軽視」が問題視されるほどであった(3． 
 被災直後の混乱がある程度おさまったあとでも，大
量の被災者がもとの地域コミュニティとは異なる集団
を構成して避難生活を送らざるを得なかった．うしな
われた人がその差異のもっとも大きな要素であること
は言うまでもないが，その他にも多々ある．仮設住宅
が建設されたが，必ずしも同じ土地にいた住民ばかり
が集まっているのではない．そもそも山元町では集合
住宅に住んでいる人は少数派で，集合住宅をつくった
段階で必然的に交際範囲と異なる人間の寄せ集めにな
る．そのうえエリアも異なるのであれば，知らない人
ばかりいるという状況にもなりかねない．さらに県外
への流出も著しい． 
 コミュニティが生物であれば血液にあたるのが情報
である．構成員によるコミュニケーションがコミュニ
ティを成立させつづけ，コミュニケーションには情報
が付随する．この場合の情報とは有益無益や意味を問
わない．「あらこんにちは」も情報である．山元町で



 

は被災後，このコミュニケーションの流通経路がずた
ずたに寸断されたといってよい． 
 震災のトラウマからの回復に知が果たす大きな役割
が指摘されているが，そのための情報共有がきわめて
不足している状況であったといえよう（もちろん情報
＝知ではないが，知は少なくとも情報である）． 
 被災写真をアーカイブ化することは，本来個人とそ
の親密な人間関係に限定されるべきであった写真が町
内の人々の閲覧に供される，すなわち共有されること
をも意味する．もちろんその目的は所有者の発見で，
もっといえば写真を通じた個人の思い出のよすがの返
却であるが，いったん共有されたそれは，べつの効果
をも発揮する．たとえば他人の写真であっても，「あ
あこれは私が子どもだったころの山元だ」「そうそう，
ここ建てなおされたのよねえ」といった感想が生まれ，
地元にまつわる記憶が刺激される．さらに「これ，私
の弟の友だちの入園式です」といった手がかり情報
（この例は筆者が聞き取ったものだが，返却活動にお
いてはこの種の情報が日常的に寄せられる）の提供は，
地元の人々や場とのつながりを再認識させる．はなは
だしくはその場で携帯電話を操作し，「門間さん？お
久しぶり．いま伝承館（被災写真を返却している公共
施設）にいてね」と話しだす．コミュニケーションの
直接のきっかけになっているのである． 
 もう少しフォーマルな例では，卒業アルバムの共有
活動が挙げられる．写真そのものが被災前からコミュ
ニティに共有されており，学校 支援組織といういさ
さか公的なつながりが生まれ，さらに学校同士の連携
や，写真のデータが残っているか写真館に問い合わせ
るといった，他機関との連携にもつながっていく． 
 意図的にアーカイブをツールにした地域のアクター
との連携としては，中学校との協働が挙げられる．中
学校長にインタビューをおこなったところ，外部組織
とのつながりのもたらす教育効果が明確に意図されて
いたこと，子どもたちが地域とのつながりを再認識す
ることの重要性を校長が強く意識していたことがあき
らかになった．この学校では，被災写真アーカイブは，
写真共有による地域内・（地域に利益をもたらす）地
域外とのつながりを生むツールとして意図的に使用さ
れていたといえる． 
 さらに，仮設住宅での返却イベントでは，写真返却
そのものもさることながら，人々が集まり話をする場
としてのイベント性それがとくに強く必要であるとさ
れたのは，仮設住宅がもとのつながりを絶たれた場で
あり，かつテンポラリな，つまりその場での関係性の
生成が促進されないことが予測される場だからである．
アーカイブを用いた返却を通じ，被災と地域に関する
語りを喚起し，仮設住宅というコミュニティをいわば
良き物語の場（にもなりうるもの）として感じてもら
うための仮設返却イベントは，すなわち共有していた
〈物語〉を津波によって押し流された人々への，その
よすがを手渡す機会であり，新しい〈物語〉の醸成を
うながす活動なのである． 
 
４．〈物語〉のための情報技術の否定的側面

 記憶の想起は必ずしも個人やコミュニティに肯定的
作用だけをもたらすのではない．とくに東日本大震災
のような大きな傷となるできごとの後には，それ以前
の風景ひとつが「今はこうではない」という傷をもた
らしかねない．返却の現場では，「どうしてこんなも
のをとっておいたのか」「見たくなかった」「そちら
で処分してください」といったせりふも聞く．そのた
め，写真の持ち主や関係者がそれを避けたいときに避
けられる自由を保持し，よき〈物語〉に結びつくよう
なタイミングややり方で返却することを心がけること
も，支援者にとって重要事項となる．
 しかしそこには正解がない．知ってもらわなくては
利用されず，知ってもらうための活動がどこから（あ
るいははじめから）負の効果をもたらすかは相手と刻
一刻変化するその心情と，それに場によって大きく変
わる．支援者は手探りで進むしかない．いささか抽象
的ではあるが，外部からやってきて他者の〈物語〉に
参入しようとするおこない（「支援活動」）自体が，
支援としての効果をもたらすと同時に潜在的な加害の
一種である，と言ってもよい．このような観点に立っ
たとき，たとえば膨大な量の写真を手軽に仮設住宅に
持ちこむことを可能にする情報技術は，加害を増幅す
る装置となる．
 支援者と被支援者のあいだには権力の非対称性があ
る．返報性が担保されないという事実だけでも，被支
援者は心的に疲弊する．だからこそ，卒業アルバムの
部分で述べた中学校長が意図していたように，自分た
ちで自分たちを助けることが疲弊からの回復につなが
り，子どもに対しては教育効果を生む．助けようとす
る者がそうした事実を想像しないのは端的な罪であろ
う．
 ほんとうは誰だって助けられたくなんかない．助け
るほうがいい．いい気分になる．いい気分なので誰だ
ってほんとうは助けられたくなんかないことを忘れる．
それがエスカレートすると生じるのが，助けられる立
場の強要，みずからの能力をもって役に立ったという
〈物語〉への出演の強要である．自己の内的秩序の獲
得のために被災者の内的秩序をかき乱すこの種のふる
まいは，「物語的搾取」とでも名づけるべきものであ
る．権力の非対称性のある場では簡単に暴力が生まれ
うる，そのような場で非暴力を学ぶのがケアというも
のである，と上野千鶴子は書いているが(4s，この言を
借りれば，「物語的搾取」をおこなう者はその学習に
失敗している．
 支援者はそこでやりとりされている〈物語〉の存在
を察知し，ときに自分が求める物語的ななにかを禁欲
しなければならない．そこに一義的な正解がなく，支
援者はすべて潜在的な加害者であるとすると，ためら
わない者，みずからの正当性を信じて疑わない者は
「非暴力の学習」に失敗するだろう．〈物語〉の場に
あって権力の側にいる者は，それが暴力になりうると
き（常時といってもよい），すなわち躊躇すべきとき
に躊躇する能力を持っていなければならない．ためら
い，立ち止まること．それは支援者にとっての，いわ
ば必修科目であるといえる．



 

 しかしながら，情報技術は記憶の想起におけるダメ
ージを減少させることもできることもまた事実である．
たとえば被災写真アーカイブは，デジタル化によって
被災写真のある種の生々しさを軽減した．被災写真は
洗浄ののちにデジタル化されたが，写真洗浄の現場で
はしばしば，洗浄担当者が心理的なダメージを口にし
た．筆者もひどく損傷された写真をそっと洗っていて，
どれだけそっとしても画像がずるりと剥けてしまった，
そのときの心持ちは，ほとんど傷ついたといって差し
支えないものだった（被災写真は腐蝕により，汚れの
洗浄に耐えないことがしばしばある）．赤の他人でさ
えそんなぐあいなので，持ち主や被写体や被写体を愛
する者が汚損された写真を目にしたときのダメージは
察するに余りある．
 ところが，同じ写真洗浄の現場にいても，複写デー
タを PC に入力しているときにはそうしたダメージは
薄い．目に入る写真の数ははるかに多いのに，デジタ
ル化されたことによってある種の質感がうしなわれる
せいか，その向こうに距離感を感じさせるモニタの効
用か，そこまでのつらさを感じない．いい写真だなと
思ってにこっとするような余裕がある．これはあくま
で個人的な，主観的な感覚の描写であるが，同様のせ
りふは写真の持ち主をふくむ何人もの関係者から聞い
た．被災写真アーカイブは，このような作用を熟知す
るコンセプト立案者・システム設計者・運用者によっ
て成立した「やさしい技術」であったといえる．

５．今後の活動—結びにかえて
 本稿では，個人のみならずコミュニティ・地域にと
っても，被災からの回復に〈物語〉が大きな役割を果
たすことを，事例を挙げながら論じてきた．
 被災の後にはいくつかのフェーズがある．ここでは，
被災直後の混乱期（避難所があった時期），取り急ぎ
の身の危険は去ったもののイレギュラーな要素が多い
時期（仮設住宅建設後から被災一年後），そして復興
後の新しい「仮設」ではない生活をつくりはじめる復
興期（被災後一年以降），としよう．
 被災写真の返却は 2013 年度からメンバーの一部を
変更した任意団体によりゆるやかに継続されているが，
復興期には復興期なりの〈物語的支援〉がありうる．
そこで始動したのが，復興支援としての情報技術教育
プロジェクトである．
これまでに述べてきたように，人々が物語り，それを
共有することは，個人とコミュニティの心的回復に強
い力を発揮する．復興期は被災地の人々が新しい生活，
未来をつくっていく時期であって，その際には過去と
のつながりを再認識することが欠かせない．過去のな
い人間は未来を描くことができない．記憶に障碍を負
ったときに長期的な構想や希望を持ちにくくなること
はよく知られている．これを個人だけでなくコミュニ
ティにも敷衍すると，人々が過去と現在の記憶を想起
し，共有し，そして語ることが，未来を描く際には不
可欠と考えられる．一方で，支援者が提供できるもの
は，当座をしのぐ物資から人々が後々活用できる資源
へとシフトしていかなければならない．情報技術をあ

やつる能力はそのひとつになりうる．
 そうして構想されたのが，情報技術の能力を身につ
けながら，過去と現在を物語りそれを共有する場をつ
くる教育プログラムと，それを提供する場としての
「山元復興学校」である．このプロジェクトは山元町
生涯学習課の「ICT 推進事業」に取り入れられ，研究
者とボランティアによる組織と山元町の協働で実施さ
れ，2013 年度現在はその参加者による「山元町パソコ
ン愛好会」が立ち上がり，SSI-BJK はその支援をおこ
なっている．
 2012 年度に実施したカリキュラムの具体的な内容は，
PC やインターネットの基本的な使い方を教えるコー
ス，それに SNSを利用するコース，デジタルカメラに
よる動画撮影とシェアのコースであった．
 SNS のコースでは河北新報社の運営する地域 SNS
「ふらっと」を利用，「私の町」「私」について書く
という課題を設定して，新聞記者の参画を得て書くこ
とについての指導もおこなわれた．本節のテーマであ
る〈物語〉上重要なことは，語りを洗練させるプロセ
スがあり，参加者同士でそれをシェアし統合，発信す
ることである．このことはすなわち，個人と地域の物
語を当事者が目に見えるかたちにまとめ，さらにそれ
を地域の人々と共有することを意味する．
 また，動画撮影のコースで撮影するのも，被災者に
とっての「私の町」である．カメラの操作を教わりカ
メラのスイッチを押せば，まずは誰でも映像を撮るこ
とができる．文章に興味のない人や子どもにも参加し
やすい．それに，映像には映像にしか伝えられない豊
かな情報がふくまれる．映像はその情報量によって容
易に「語り」を惹起する．そしてそれが共有され，
「語り」をふくめてシェアされ，蓄積される．
 すなわちこれらは，情報機器の操作能力習得を通し
て，復興期に「私の町」「私」について語るための場
を作ることを目的とする教育プログラムである．この
種の支援を続行することによって，情報技術が復興期
にどのような役割を果たしうるかについて，継続的に
検証したい．
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